
本
篇



無

準t

光

終
極
究
寛
位
始
本
会
同

(
大
正
九
年
二
月
清
水
貧
相
寺
構
話
筋
書
〉

必
至
誠
度
願

一
生
補
庖
願

一
、
如
来
性
と
衆
生
性
と
の
反
封

絶
封
と
相
待

無
限
と
有
限

光
明
と
闇
黒
と
の
如
く

質
と
量
と
の
反
封

二
、
光
明
掃
化
の
終
局

始
莞
本
売
に
同
歩

菩
薩
初
護
心
よ
り
一
生
補
慮
に
至
る
の
階
綾
、
新
月
よ
り
十
四
日
夜
の
月
、
究
寛
位
は
浦
月
に
例
ふ
、
満
月

は
妙
畳
位
、

-t 



七
四

捕
陀
の
光
明
は
日
光
に
比
す
べ
く
。

起
信
論
の
報
身
悌
は
菩
躍
業
識
の
所
現
、
菩
薩
の
浮
業
益
進
む
に
随
A
Jて
客
慢
の
報
身
捕
庚
大
、
十
地
等
を

経
て
正
に
妙
畳
に
至
る
時
は
彼
此
の
相
た
き
に
至
る
、
是
彼
此
の
封
比
を
絶
す
る
を
無
封
と
な
す
。

聖
滞
劃
照

宗
教
的
(
客
健
に
重
き
を
を
く
)

哲
撃
的
(
主
穏
を
主
と
す
)

無
量
光

正

費

無
量
誇
・
・
:
・
:
:
:
・
・
・
:
・
:
・
:
・
:
・
:
・
・
・
・
:
:
:
・
・
・
・
浬

襲

伸
身
悌
土
異
方
面

「
清
持
法
身j
i
-
-
-
j
i
-
-
-

常
寂
光
土
j
i
-
-
-

約
理
智
/

一
滞
浦
〈
合
那
)
:
:
・

j
i
-
-
-蓮
華
蔵
世
界
:
:
:
尚
重
々
無
重
一

正
畳
~
書
喰
(

一
大
日
如
来
・
:
:
:
:
・
:
:
一
説
…
…
離
さ
:
:
:
約
秘
密
一
浬
襲

F繭
陀
如
来
:
j
i
-
-
:・
:
:
」
極
集

:
:
:
-
j
i
-
-
:

約
感
情
一

，

H
滞
土
・:
:
:
:
j
i
-
-
-

約
感
畳
」



究
克
位
四
浬
繋

一
、
自
性
清
浮
(
本
質
調
陀
無
封
首
位
)

二
、
有
余
依
(
依
身
を
有
し
て
精
紳
的
極
集
)

三
、
無
余
依
(
依
身
を
枕
し
て
賓
在
的
)

四
、
無
住
所
(
生
死
に
住
せ
や
浬
襲
w
h佳
せ
や
常
怪
度
生
)

七
玄



七
六

西
方
極
楽
の
設

阿
捕
陀
経
に
、
従
是
西
方
、
過
十
寓
億
悌
土
、
有
世
界
、
名
目
極
集
、
共
土
有
働
、
披
阿
捕
陀
、
今
現
在
説
法
、
舎

利
弗
、
彼
土
何
故
、
名
詩
極
集
、
共
園
業
生
、
無
有
衆
苦
、
但
受
諾
紫
、
故
名
極
集
と
。

西
方
極
集
の
設
は
、
阿
捕
陀
経
の
み
に
あ
ら
や
、
共
飴
の
鰹
に
散
在
す
。

天
固
と
一E
H
U、
西
方
と
云
弘
、
宗
殺
の
高
行
終
局
の
蹄
趣
す
る
慮
、一
方
所
一
局
部
に
局
限
せ
ら
るL
如
き
も
の
に

非
ら
や
。
畢
寛
如
虚
空
、
庚
大
無
謹
際
な
る
は
無
論
な
れ
ど
も
、
西
方
の
識
に
就
き
、
古
来
種
々
の
解
樺
を
試
み
る
者

あ
り
。
或
は
密
教
の
暗
競
表
示
的
に
、
東
方
を
殻
心
と
鴬
し
、
西
方
を
畢
寛
と
た
す
。
故
に
大
菩
提
心
を
起
し
て
究
極

す
る
庭
、
諸
悌
の
浬
襲
界
を
西
方
と
す
と
。
是
設
は
表
示
的
に
西
方
を
解
す
。

或
は
諸
働
の
境
界
、
・
本
、
絶
封
無
有
方
所
、
本
無
方
所
に
方
所
を
立
て
、
西
方
と
回
ふ
。
隻
手
の
音
聾
た
き
に
隻
乎

の
昔
を
聞
け
と
云
ふ
と
同
じ
く
、
絶
封
無
方
所
の
境
界
を
瞳
得
せ
し
む
る
公
案
た
り
と
、
是
捕
の
公
案
的
に
西
方
を
解

す
。



一
心
、

ら
し
む
る
方
便
怠
り
と
の
解
あ
り
。

ま
た
或
は
一
方
、

一
師
、
一
思
惟
、
要
す
る
庭
、
自
己
の
蹄
依
す
る
、
ま
た
心
を
一
境
に
止
め
て
散
飽
な
か

ま
た
或
は
一
設
に
日
の
勝
さ
に
沈
み
逝
か
ん
と
す
る
夕
陽
の
光
は
、
共
光
景
貨
に
美
の
天
園
を
し
の
ば
し
む
。
た
と

H
U此
土
は
溝
聞
と
鵠
り
ゆ
く
に
も
拘
ら
歩
、
彼
の
落
日
の
も
と
に
、
常
盤
の
光
明
界
を
し
の
ば
し
む
。
直
観
的
に
最
も

西
方
落
日
の
下
に
我
が
故
郷
あ
り
と
の
感
想
は
、
賓
に
理
屈
で
は
た
く
し
て
感
想
上
入
日
の
輝
く
方
に
常
盤
の
光
輝
あ

る
故
郷
を
し
の
ば
る
L

こ
と
で
る
る
。
さ
れ
ば
宋
の
慈
雲
法
師
も
落
目
の
下
に
我
故
郷
在
り
と
。

是
我
等
が
永
遠
の
浬
襲
界
を
謄
望
す
る
に
、
日
中
に
太
陽
の
眼
上
に
在
り
し
時
に
太
陽
の
輝
く
下
に
永
恒
の
光
明
界

を
親
や
る
の
も
、
斯
土
の
闇
婚
と
し
て
冥
々
窃
々
た
る
に
至
る
も
、
紫
雲
襲
撃
と
し
て
麗
日
輝
き
て
天
鼓
其
赫
々
た

)
共
に
東
方
の
斯
土
が
闇
櫓
た
る
に
反
し
、
彼
奏
犬
園
は
益
々
光
輝
を
添
ふ
。
斯
れ
人
界
と
悌
界
と
の
封

る
、

""' 

照
を
直
魔
的
に
観
や
る
こ
と
を
得
。
是
は
帯
土
を
謄
望
す
る
直
覚
的
の
感
想
上
、
落
日
の
下
に
常
住
の
光
明
界
を
立
つ

る
読
た
り
。

か
く
種
々
に
説
く
べ
け
れ
ど
も
、
若
し
宗
教
護
謹
の
歴
史
よ
り
見
れ
ば
、
賓
に
西
方
須
摩
提
【

Z
a
t
v

の
設
は
、
印
度

に
於
て
遠
き
ベ
l

グ
の
太
古
に
於
て
、
日
の
入
る
西
の
方
に
須
摩
提
友
る
永
恒
に
業
を
享
受
す
べ
き
柴
邦
あ
り
、
我
ら

七
七



七
八

が
組
先
の
霊
は
今
彼
柴
土
に
於
て
、
七
賓
樹
の
花
は
常
盤
の
春
を
匂
は
せ
、
八
功
徳
地
の
水
は
甘
露
の
味
を
漉
ら
す
。

我
等
も
や
が
て
組
先
の
霊
と
共
に
か
の
須
摩
提
に
到
り
て
永
恒
棄
を
受
く
と
の
設
は
、
鰭
隼
己
前
数
千
年
来
、
印
度
人

が
未
来
の
天
圏
諸
の
上
善
人
の
倶
に
合
す
る
底
と
信
じ
来
り
し
傍
誌
に
外
友
ら
や
。
宗
教
は
此
人
類
の
歴
史
と
同
じ
く

精
神
的
生
活
の
人
文
的
歴
史
に
し
て
。
幼
稚
た
る
欺
態
よ
り
漸
深
に
進
化
し
た
る
た
り
。
き
れ
ば
た
と
い
歴
史
の
原
始

的
に
遡
う
て
幼
椎
友
る
宗
教
友
る
も
、
進
化
の
人
文
護
達
し
た
る
人
に
由
。
て
進
化
す
。

須
摩
提
と
浬
繋

須
摩
提
と
浬
襲
と
は
一
憶
の
異
名
に
外
た
ら
や
。
須
摩
提
と
は
印
度
古
来
の
偉
設
に
し
て
、
未
来
の
天
周
永
恒
不
死

の
柴
邦
と
信
じ
来
り
し
ゃ
久
し
。
さ
れ
ば
印
度
人
の
偉
来
的
信
仰
に
、
須
摩
提
と
云
は
ど
宇
宙
最
幸
幅
の
美
天
園
と
彼

等
は
信
ぜ
り
。
共
業
土
は
西
方
の
落
目
の
下
に
在
り
と
私
有
も
ひ
た
り
き
。

後
樺
寧
は
曾
て
生
死
の
闇
宅
を
臆
仏
、
常
住
の
安
稽
所
を
求
め
ん
が
矯
め
に
、
王
宮
を
出
て
入
山
事
道
年
を
経
て
、

立
に
無
明
の
限
生
死
の
夢
醒
め
て
、
正
費
を
生
じ
た
る
時
に
、
大
浬
襲
常
住
平
和
な
る
境
界
現
前
す
。



此
浬
繋
界
は
、
一
切
の
煩
悩
染
汚
の
誠
し
た
る
慮
、
常
住
の
平
和
清
浮
安
穏
に
し
て
、
自
然
の
妙
城
市
あ
り
て
大
自
在

の
境
界
、
一
切
諸
悌
諸
の
煩
惜
の
減
し
た
る
人
の
安
住
す
る
麗
友
り
。
鐸
傘
が
無
明
の
夢
醒
め
て
、
初
め
て
護
見
し
た

る
無
上
の
柴
土
、
至
高
最
徳
で
至
幸
一
踊
の
霊
境
は
帥
ち
浬
襲
界
で
あ
る
。
鐸
隼
の
護
見
し
た
る
最
幸
の
境
界
と
、
印
度

人
の
偉
設
の
最
幸
一
隔
の
須
摩
提
と
は
、
同
種
異
名
た
り
。
浬
繋
界
本
諸
伸
正
費
者
の
精
榊
的
に
安
住
す
る
底
な
れ
ば
、

絶
封
的
の
霊
界
に
し
て
、
己
に
分
費
を
離
れ
方
所
を
超
越
す
。

然
る
に
鐸
隼
は
、
絶
封
無
方
所
の
浬
襲
の
霊
界
に
す
べ
て
の
人
類
を
蹄
趣
せ
し
め
ん
が
矯
め
に
、
古
来
の
傍
設
の
須

摩
提
と
、
自
己
護
見
の
浬
繋
界
と
を
結
び
づ
け
て
、
常
住
安
穏
の
浬
襲
界
を
名
づ
く
る
に
須
摩
提
と
披
け
、
宗
教
的
信

伸
を
以
て
、
一
切
諸
悌
最
正
覚
の
中
心
本
隼
た
る
無
量
光
如
来
に
一
心
に
蹄
命
信
順
し
て
、
光
明
に
揖
取
同
化
せ
ら
る

a
A時
は
、
無
明
闇
黒
の
衆
生
も
轄
じ
て
正
覚
の
光
と
矯
り
、
f司、

)
諸
悌
正
売
を
成
じ
、
彼
無
量
毒
闘
に
入
り
ぬ
れ

ば
、
白
か
ら
生
死
を
超
へ
た
る
無
量
需
の
浬
襲
界
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
。
諸
悌
絶
封
の
霊
界
は
印
ち
是
西
方
の
極
楽

た
れ
ば
、
衆
生
有
相
の
見
に
位
し
て
、
一
ら
西
方
安
柴
土
を
も
と
む
る
に
、
彼
に
入
門Jて
見
れ
ば
卸
ち
無
方
所
の
浬
繋

界
ま
た
湿
襲
の
荘
厳
慮
々
に
浦
て
り
等
の
詑
甚
だ
多
し
。

能
く
宗
教
的
真
理
を
悟
建
す
る
人
は
浬
繋
と
須
摩
提
と
は
同
韓
異
名
な
る
こ
と
を
明
に
す
。
然
る
に
頑
迷
の
輩
買
に

七
九



i¥ 
。

能
く
斯
真
理
を
舎
さ
せ
歩
。
極
柴
は
賓
に
全
く
西
方
十
寓
億
土
の
か
し
こ
に
在
り
て
、
浬
繋
界
は
方
所
を
離
れ
た
る
諸

悌
の
境
界
友
り
と
。
凡
夫
差
別
の
見
解
を
破
ら
や
し
て
自
ら
諸
悌
平
等
の
境
界
に
曾
入
す
ま
こ
と
に
善
巧

a
M
)の
方
便

た
り
。

悌
に
約
し
機
に
約
し
て

紹
封
的
依
正
悌
土
(
梯
土
観
)
i
衆
生
相
待
業
感
の
世
界
依
正
を
超
え
て
結
封
。

大
浬
襲
l

異
質
悌
土
大
浬
襲
界l
相
待
生
死
を
超
絶
し
永
恒
常
住
の
依
慮
。

{
約
v
悌
l

大
浬
提
界
l

畢
寛
如
虚
昼
庚
大
無
漣
。
第
一
義
妙
境
界
。

極
集
{{

約
v
機
l

西
方
十
高
億
土
。

一、

一v
心
、
一v
方
、
一v
境
、
定
三
安v
心
底
→

二
、
感
情
上
l

日
夕
謹
。

]
一
一
、
往
昔
従
来
偉
設
。
(
古
来
の
傍
設
を
依
湿
す
る
は
賓
地
宗
教
上
に
快
〈
べ
か
ら
や
)



四
、
紳
秘
的
。

『
悌
智
所
照
|
|
無
矯
泥
痘

極
楽
{{

凡
夫
所
見|
1

・
T
高
億
土

十
八
通
(
上
九
)
云
、
滞
土
者
第
一
義
諦
、
妙
境
界
相
、
戎
エ
於
無
矯
泥
直
之
道
→

談
義
云
、
極
集
是
無
矯
泥
誼
之
界
、
諸
働
法
王
之
家
。

同
日
、
諸
伸
法
無
相
泥
温
多
一
所
期
→

須
摩
提
と
極
楽
と
湿
繋

須
摩
提
、
諾
し
て
極
業
。
又
妙
薬
清
泰
等
と
す
。
一
切
世
界
中
最
幸
幅
之
地
た
り
。
ス
マ
グ
イ
日
夕
の
方
に
永
遠
幸

幅
の
地
あ
り
、
大
慈
〈
善
)
王
之
所
領
、
彼
鹿
に
清
閉
た
る
樹
蔭
に
八
功
徳
地
の
甘
露
。
水
を
汲
て
我
等
が
組
先
は
居

句
。
、
我
等
も
彼
鹿
に
到
り
祖
先
と
幸
帽
を
共
に
せ
ん
と
。

煙
骨
帯
、
無
上
道
意
を
護
し
生
死
解
脆
の
道
を
求
め
六
年
修
行
の
結
果
無
上
道
を
売
り
て
無
明
を
破
る
。
生
死
を
超
え

/九



i¥. 

て
大
浬
繋
を
設
し
給
ふ
。
浬
襲
は
一
切
有
震
を
超
越
し
た
る
、
時
間
昼
間
を
越
え
た
る
、
絶
封
的
永
恒
生
命
に
、

切

の
相
無
く
諸
の
作
震
を
離
れ
た
る
慮
、
一
切
妙
色
荘
厳
四
徳
荘
厳
の
慮
。

樺
隼
は
浮
悌
園
土
を
詑
く
に
、
澄
者
の
鴬
に
は
自
己
所
照
の
ま
L

に
浮
土
は
去
此
不
逮
と
詑
き
、
凡
夫
の
鴬
に
は
過

が
、
西
方
の
彼
岸
と
。
甲
は
自
己
所
見
に
本
づ
き
、
乙
は
古
来
の
倖
設
に
依
る
。
須
摩
提
と
浬
襲
と
同
韓
共
名
。

悌

土

の

異

名

如
来
の
在
す
所
を
博
土
と
震
す
。
紳
園
に
例
す
べ
き
種
々
の
異
名
存
す
る
も
、
本
来
同
一
の
浬
柴
田
作
絶
封
の
大
心
霊

界
、
無
量
功
徳
の
荘
厳
す
る
慮
、
賓
に
不
可
思
議
無
量
の
徳
を
具
備
す
。
共
見
る
底
の
方
面
に
随
っ
て
相
を
異
に
す
。

随
ヲ
て
名
稿
も
種
々
に
表
明
す
。

一
、
浮
土
。
清
浮
園
土
、
十
八
園
浮
等
、
是
感
覚
的
に
五
妙
境
界
。
美
天
園
と
も
名
づ
く
。
如
来
成
所
作
智
の
所

現二
、
極
端
ポ
。
感
情
的
に
。
伸
土
は
常
業
我
浮
四
徳
荘
厳
、
妙
薬
園
浦
の
故
に
。



三
、
常
寂
光
土
。
理
智
の
所
照
、
叉
如
来
大
智
慧
の
所
現
、
故
に
理
智
不
二
、
寂
而
照
。

四
、
自
性
情
浮
浬
襲
。
自
性
清
浮
、
本
煩
悩
生
死
た
く
、
本
自
法
然
、
大
浬
襲
。
之
に
迷
て
生
死
と
す
。
之
を
鷲
見

す
る
を
伸
と
鴬
す
。
是
絹
家
の
所
見
伸
土
。
生
死
浬
繋
如
咋
夢
。
衆
生
と
伸
と
は
本
来
一
睡
。

所

求

の

悌

土

極
柴
無
鵠
泥
混
之
界
、
諸
働
法
王
之
家
、
超
方
哉
、
絶
謹
際
、
時
間
昼
間
相
待
に
規
定
せ
ら
る

L

迷
の
凡
夫
衆
生
を

誘
ふ
に
指
方
立
相
終
局
目
的
の
蹄
底
を
標
し
、
西
方
十
寓
億
と
す
。

是
法
臓
比
丘
酬
因
感
果
の
報
土
、
四
十
八
願
荘
厳
浮
土
。

一
三
誓
願
鴬
衆
生
、
是
鋳
物
身
の
伸
身
悌
土
な
れ
ば
。

他
力
賓
館
は
本
絶
封
虞
如
童
虚
昼
、
絶
封
的
大
心
霊
障
。

此
絶
封
の
真
如
中
に
、
悌
は
四
智
国
照
し
て
巴
に
無
明
の
眠
醒
め
た
る
光
明
界
浮
法
界
の
方
面
に
在
り
。
衆
生
は
如

来
大
光
明
中
に
在
り
た
が
ら
、
無
明
に
騎
せ
ら
れ
て
八
識
の
現
境
を
質
感
し
、
現
に
天
地
日
月
星
辰
山
河
大
地
悉
く
是

i¥ 



^ 四

八
識
の
所
現
。

是
凡
夫
八
識
の
所
感
.

海
土
は
ミ
グ
、

浄
土
と
穣
土

宇
宙
賞
瞳
は
卸
如
来
の
法
韓
、
宇
宙
は
本
来
絶
封
的
大
霊
態
即
ち
冥
加
で
あ
る
。
如
来
絶
封
本
慢
の
中
に
自
ら
こ
現

相
と
僑
る
。
光
明
と
闇
黒
の
二
方
面
。
甲
は
如
来
四
智
の
所
現
相
。
乙
は
凡
夫
八
識
の
所
感
で
あ
る
。
甲
を
帯
法
界
と

云
仏
、
乙
を
染
法
界
。
叉
浮
土
と
積
土
等
の
種
々
名
を
以
て
直
別
せ
ら
る
。
甲
は
日
中
の
如
〈
、
乙
は
夜
の
如
く
、
宇

宙
に
二
髄
あ
る
に
非
歩
。
甲
は
報
悌
の
所
感
、
乙
は
凡
夫
の
業
感
。
自
己
業
感
の
あ
ら
や
現
境
を
捨
て
、
調
陀
浮
業
の

四
智
の
方
面
に
轄
や
る
時
は
、
凡
夫
の
闇
黒
よ
り
眼
明
て
如
来
四
智
の
帯
界
が
現
前
す
。

十
八
通
廿
一
、
悟
は
従
本
自
迷
是
常
他
故
従
横
土
他
園
謹
蹄
掲
げ
土
本
園

心
O
は
三
世
諸
働
法
界
衆
生
無
二
無
別
。
但
捕
陀
瞭
劫
行
道
悟
我
等
心O
成
清
浮
依
果
卸
第
一
義
諦
妙
境
界
相
滞
土
。



我
ら
今
修
司
一
帯
業
-
超
入
=
滞
土
甲
合
舎
=
捕
陀
清
浮
依
果
「
邸
入
二
法
伺
叶
極
集
入
二
法
伺
-
云
、

本
有
悟
た
り
。

さ
た
が
ら
我
ら

不
成

一
、
質
不
成

執
=
浮
識
不
二
叶
若
商
ば
失
エ
俗
諦
恒
沙
法
無
量
諸
悌
願
行
持
土
穣
土
出
世
利
生
-
是

O
O
也

二
、
異
質
不
成

執
=
浮
穣
隔
別
永
異
底
引
背
-
翼
諦
平
等
一
理
恒
沙
諸
悌
平
等
一
法
身
自

三
、
無
質
不
成

共
に
非
す
上
無
二
浮
土
-
下
無
=
穣
土
「
若
爾
ば
六
凡
四
聖
因
果
捜
無
郎
、
達
三
諸
悌
設
法
常
依
二
諦
不
壊
仮
名

市
設
賓
相
此
是
盲
漢
也
。

営
宗
の
意
は
、
是
業
カ
所
隔
、
諸
悌
所
構
、
難
在
嘗
慮
、
非
如
一
質
、
(
四
智
所
見
と
八
識
所
感
〉
十
寓
億
剥
非

v
如
昌

八
五



八
六

異
質
-
(
智
と
識
と
の
所
感
は
異
た
れ
ど
も
賓
館
本
質
は
同
一
た
り
)

難
非
一
非
異
、
不
舎
堕
無
質
執
、
直
生
賞
鹿
極
紫
、
而
不
v
壊
-
子
高
億
程
刊
十
鳶
億
程
難v遁
、
生
=
嘗
慮
極
集
刊
況

諸
伸
願
行
、
常
同
常
別
、
古
今
法
爾
な
る
を
や
、
何
況
摘
陀
鞍
門
、
卸
相
無
相
、
見
生
無
生
、
悌
意
所
構
出
、
捜
玄
郎

冥
也
。

如
来
不
思
議
の
法

経
ー
ー
十
寓
億

論
ー
ー
如
虚
空
無
謹

浮
土
有
謹
無
謹
経
論
相
遠

洋
土
の
睦
と
相

浄

土

剣

懇

最
高
等
に
進
化
せ
る
宗
教
の
判
緯
に
よ
れ
ば
、
宗
教
的
精
紳
界
に
は
、
婆
婆
郎
博
土
に
し
て
、
精
一
紳
己
に
捕
陀
に
師



し
捕
陀
の
生
命
に
入
る
時
は
、
此
身
を
脆
せ
や
し
で
観
念
的
に
繭
陀
の
中
に
安
立
す
。

天
然
の
現
象
界
に
し
て
感
覚
世
界
の
外
に
未
だ
最
高
等
友
る
翻
念
世
界
に
入
ら
ざ
る
限
り
は
、
擁
陀
の
浮
土
の
中
に

存
し
O
L
天
然
意
象
の
皮
殻
に
覆
染
せ
ら
れ
て
、
自
ら
高
遠
た
る
彼
岸
に
宰
墜
す
る
は
、
宗
教
意
識
未
だ
護
建
せ
ざ
り

し
震
に
致
す
所
に
し
て
、
是
我
浮
土
教
の
宗
義
の
低
(

〉
が
故
に
し
か
る
に
あ
ら
や
。

観
粧
の
去
此
不
遠
と
は
婆
婆
印
滞
土
の
義
た
り
。
是
精
神
宗
教
た
れ
ば
な
り
。

若
し
精
一
紳
に
し
て
共
意
象
を
超
越
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
た
と
へ
十
寓
億
の
み
な
ら
や
百
高
億
を
超
ゆ
と
も
、
海
域

賓
現
す
べ
き
理
あ
る
こ
と
な
し
。

是
自
中
存
在
卸
ち
捕
陀
の
中
の
現
宇
宙
界
な
れ
ば
な
り
。
阿
捕
は
是
絶
封
の
賓
在
た
れ
ば
な
り
。
唯
自
己
の
天
然
意

象
を
超
て
、
(
揃
陀
の
賓
在
に
入
ら
や
し
て
)
、
十
方
法
界
何
れ
の
庭
か
捕
陀
界
に
あ
ら
ざ
る
庭
か
あ
ら
ん
、
是
悌
教
が

具
存
教
な
れ
ば
な
り
。
翻
粧
の
浮
土
の
荘
厳
依
正
二
報
の
荘
厳
に
於
て
、
人
の
宗
教
意
識
の
機
能
捕
陀
に
設
一
せ
ば
、

一
切
の
底
に
於
て
賓
現
せ
る
こ
と
を
詑
た
ま
へ
り
。
導
師
は
翻
経
所
設
の
浮
土
及
び
珊
陀
を
以
て
報
土
と
鐸
せ
り
。
然

れ
ば
知
り
ぬ
、
自
己
の
心
機
致
一
せ
ば
、
十
方
世
界
悉
く
浮
土
な
る
こ
と
を
、
是
最
と
も
高
等
た
る
宗
教
の
判
教
な

り

八
七
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感
風
見
世
界
は
是
磁
土
に
非
歩
。
市
れ
ど
も
此
感
葺
世
界
は
絶
封
た
る
繭
陀
の
賓
轄
の
中
な
る
こ
と
を
記
す
ベ
し
。
意

象
に
於
て
浮
穣
永
く
隔
り
、
鹿
に
於
て
内
外
あ
る
こ
と
友
し
。
若
し
か
ら
ざ
れ
ば
捕
陀
は
是
絶
封
無
限
に
あ
ら
ざ
れ
ば

念
h
v

。
翻
盤
、
是
心
作
伸
、
是
心
是
伸
。
是
滞
土
教
は
精
紳
宗
教
に
し
て
具
存
一
暗
殺
の
詮
注
り
。

龍
樹
の
浬
提
と
は
誠
度
。
一
切
の
煩
悩
を
減
量
し
て
生
死
海
を
度
脆
す
る
の
義
友
り
。
中
論
に
「
受
諾
因
縁
故
、
輸

轄
生
死
海
、
不
受
諾
因
縁
、
是
名
震
浬
繋
」

世
間
虚
妄
相
に
執
着
す
る
煩
悩
を
減
蓋
し
て
、
異
賓
相
の
全
顕
す
る
を
浬
襲
、
卸
ち
本
来
の
賓
相
に
復
し
た
る
を
浬

繋
と
云
。

中
論
に
浬
繋
賓
際
及
輿
世
間
際
、
加
是
二
際
、
無
有
事
萱
分
別
。

悌
身
及
悌
土

如
来
の
方
よ
り
云
は
ど
如
来
自
境
界
、
永
恒
本
然
の
本
質
。
主
韓
郎
ち
人
の
方
よ
り
は
宗
鞍
総
局
目
的
に
師
入
す
べ



き
無
矯
浬
繋
界
、
主
韓
客
種
金
々
一
致
し
た
る
底
、
本
売
始
発
合
瞳
せ
し
庫
、
或
は
紳
の
圏
、
ま
た
天
柴
園
と
名
け
ら

れ
、
或
は
清
博
園
土
、
自
性
身
寂
光
土
、
ま
た
自
性
天
真
伸
、
ま
た
十
悌
自
境
界
等
の
種
々
の
名
を
以
て
表
明
せ
ら

る
。
世
界
生
滅
轄
費
を
超
え
た
る
、
絶
針
無
規
定
に
し
て
、
異
質
、
常
佳
、
安
楽
、
自
由
、
清
揮
の
霊
界
。

ま
た
至
員
、
至
善
、
至
美
の
真
理
の
霊
界
、
最
高
等
に
し
て
翼
紳
の
在
ま
す
鹿
と
も
云
ふ
ペ
く
、
揮
迦
牟
尼
伸
無
上

菩
提
を
得
て
謹
入
し
給
ひ
し
慮
、
郎
ち
浬
繋
界
な
り
。

障
す
る
底
。

一
切
諸
悌
は
此
の
賓
種
よ
り
出
で
一
切
衆
生
最
終
目
的
と
し
て

混
築
界
に
封
す
る
観
念

紳
及
び
一
脚
の
固
に
劃
す
る
観
念
は
、
宗
教
意
識
の
程
度
に
隠
れ

J
て
、
一
脚
の
園
即
ち
浬
繋
の
観
念
ま
た
階
級
泣
き
能
は

歩
。
自
然
教
の
如
き
は
、
幼
稚
た
る
意
識
な
る
が
故
に
、
一
脚
の
園
の
翻
念
随
づ
て
賎
劣
注

h
v
。
自
然
物
素
の
中
に
紳
を

求
む
、
自
然
科
事
唯
物
論
者
器
械
的
世
界
観
の
親
念
に
は
、
自
然
以
上
の
高
等
の
紳
園
を
要
求
せ
や
、
彼
等
は
自
然
界

に
肉
の
幸
幅
を
最
絡
の
希
望
と
す
。

i¥ 
九
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超
自
然
敢
に
は
、
自
然
界
は
生
滅
轄
饗
極
り
た
し
、
常
住
の
安
穏
は
得
て
望
む
べ
か
ら
歩
。
宗
教
意
識
が
最
終
目
的

と
し
て
希
望
す
る
底
は
、
世
界
を
超
越
し
た
る
紳
の
園
卸
ち
浬
繋
界
と
す
。
彼
鹿
は
常
住
安
葉
、
光
柴
と
幸
繭
に
充
さ

る
a
A
庫
、
或
は
世
界
を
超
越
し
た
る
天
固
と
云
ふ
。
ま
た
は
西
方
十
寓
億
土
、
と
名
づ
く
。
此
等
は
生
誠
の
世
界
と
不
生

被
の
浬
繋
界
と
を
昼
間
的
に
超
然
た
る
も
の
と
す
。
ま
た
一
方
に
は
生
死
の
現
世
界
と
、
常
佐
の
浬
繋
界
と
は
、
方
底

の
彼
此
に
拘
は
ら
歩
、
凡
夫
の
迷
に
よ
り
て
生
死
を
受
く
。
若
し
煩
悩
滅
す
る
時
は
郎
ち
こ
L

に
在
り
て
浬
繋
を
設

す
。
然
れ
ど
も
凡
夫
が
生
死
を
減
し
て
浬
繋
を
得
ん
に
は
、
無
限
の
時
聞
を
超
ゆ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
。
三
艦
劫
を
超
え

た
る
彼
底
に
於
て
浬
襲
を
詮
す
と
。
或
は
時
間
的
に
、
或
は
昼
間
的
に
、
生
滅
の
世
界
と
浬
襲
界
紳
の
閣
と
は
其
瞳
質

を
異
に
す
る
も
の
と
翻
や
。

高
等
に
進
み
た
る
園
教
に
て
は
、
生
死
郎
浬
襲
、
煩
悩
卸
菩
提
と
し
て
、
生
滅
轄
費
の
現
世
界
と
不
生
滅
の
浬
繋
界

と
は
、
宗
間
的
に
も
時
間
的
に
も
別
々
友
る
も
の
に
あ
ら
歩
。
婆
婆
卸
寂
光
土
に
し
て
、
本
よ
り
浬
襲
界
。
卸
ち
如
来

の
清
浮
土
は
絶
釘
無
限
に
し
て
、
何
の
庭
か
之
に
出
で
た
る
所
ぞ
。
如
来
の
寂
光
土
の
中
に
あ
ヲ
て
、
凡
夫
は
自
ら
生

死
の
世
界
と
翻
や
。
衆
生
の
生
死
の
世
界
を
卸
如
来
は
極
集
呼
土
の
無
重
の
荘
厳
と
見
る
。
心
迷
ふ
時
は
生
死
の
世
界

悟
る
時
は
郎
浬
契
界
、
如
来
の
絶
封
無
規
定
の
霊
界
の
中
に
衆
生
は
相
待
規
定
の
束
縛
を
感
や
。
極
集
は
無
鴬
浬
柴



界
、
本
然
清
浮
に
し
て
如
来
の
境
な
れ
ば
、
何
ぞ
方
域
あ
ら
ん
。

故
に
浄
土
論
に
、
翻
彼
世
界
相
、
勝
過
三
界
選
、
畢
克
如
虚
昼
、
庚
大
無
遁
際
と
あ
り
。
然
る
に
経
に
過
十
寓
億
の

方
域
を
立
つ
る
は
暫
く
随
機
設
の
み
。
記
主
師
日
く
、
方
域
を
立
つ
る
は
約
機
設
、
無
方
域
無
謹
際
と
は
悌
及
誼
者
に

約
し
て
の
設
な
り
と
。

如
来
の
本
土
は
絶
封
な
ら
ば
云
何
か
し
て
現
自
然
界
と
障
碍
せ
ま
る
や
。
日
く
、
吾
人
が
経
験
せ
る
自
然
界
は
意
志

に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
客
観
的
観
念
に
し
て
、
本
質
が
絶
針
翻
念
態
怠
れ
ば
、
自
然
現
象
の
自
中
存
在
な
る
こ
と
を
妨
げ

ゃ
。
故
に
吾
人
迷
妄
の
夢
醒
畳
し
来
っ
て
観
や
れ
ば
、
如
来
一
大
概
念
中
に
幻
現
せ
る
世
界
な
る
こ
と
を
翻
知
す
。
吾

人
の
経
験
せ
る
自
然
界
に
生
滅
轄
費
究
り
な
く
、
本
韓
の
翻
念
界
は
、
常
住
不
費
に
し
て
一
切
の
約
束
を
受
け
や
。
絶

封
心
霊
界
に
高
徳
の
荘
躍
な
る
は
、
是
高
等
怒
る
宗
教
意
識
が
要
求
す
る
格
局
目
的
に
蹄
す
べ
き
浬
襲
界
な
り
と
す
。

重
ね
て
悌
殺
の
浬
繋
の
観
念

宗
教
の
格
局
目
的
に
蹄
す
る
慮
は
、
意
識
の
程
度
に
随
っ
て
浬
襲
界
に
封
す
る
翻
念
も
ま
た
階
級
的
に
其
を
異
に

大a
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す
。
暫
く
一
一
一
一
一
を
拳
ぐ
る
れ
ば
、
小
乗
教
の
如
き
は
説
く
、
今
此
身
心
は
苦
昼
無
常
無
我
な

p

、
之
を
厭
捨
し
、
無
我

の
観
を
も
て
、
煩
悩
を
断
じ
、
諸
の
業
を
止
息
し
、
市
し
て
我
室
真
如
を
詮
得
し
、
乃
至
羅
漢
果
を
得
て
、
友
身
被
智

身
心
等
一
明
滅
し
た
る
庭
に
、
浬
繋
界
顕
現
す
。
此
の
身
心
を
厭
捨
し
偏
真
の
無
矯
に
蹄
す
る
を
終
局
目
的
と
す
e

法
相
家
に
は
、
世
界
一
切
寓
物
は
各
自
の
第
八
識
ア
ラ
ヤ
識
を
以
て
根
本
と
す
。
ア
ラ
ヤ
が
饗
じ
て
、
此
の
身
も
心

も
世
界
も
現
十
。
主
観
も
客
観
も
同
じ
く
ア
ラ
ヤ
識
の
所
現
に
し
て
、
識
を
離
れ
て
賓
我
も
賓
法
も
友
し
。
若
し
人
煩

悩
所
知
の
二
障
を
断
壷
せ
ん
が
矯
め
に
、
一
一
一
抵
の
劫
に
高
行
を
修
し
、
最
後
の
一
念
に
悌
果
を
得
る
時
、
八
識
は
轄
じ

て
四
智
と
た
り
、
二
輔
妙
果
、
一
一
一
身
固
浦
を
詮
す
。
清
津
法
界
は
是
自
性
身
を
憶
と
し
、
四
智
の
相
は
自
受
用
身
、
四

智
と
不
生
不
被
の
清
浮
法
界
と
を
合
し
て
、
如
来
五
浮
三
身
の
相
あ
り
。
湿
繋
に
本
来
自
性
清
浮
浬
襲
と
有
弘
献
と
無
飴

と
無
位
底
と
あ
り
。

智
の
故
に
生
死
に
佳
せ
や
。
大
悲
の
故
に
浬
繋
に
住
せ
や
。
常
寂
に
し
て
妙
用
無
碍
、
未
来
際
を
蓋
し
て
有
情
を
利

す
。
斯
教
の
如
き
は
、
生
滅
の
世
界
と
浬
提
界
と
は
慢
性
を
別
と
す
る
が
故
に
超
然
教
怒
り
。

国
教
に
て
、
天
台
に
は
土
に
四
土
を
立
て
、
卸
ち
凡
聖
同
居
土
、
方
便
化
土
、
異
質
報
土
、
常
寂
光
土
こ
れ
に
し
て

前
の
三
土
は
機
類
に
躍
じ
て
観
や
る
世
界
、
常
寂
光
土
は
唯
悌
の
境
界
、
是
如
来
の
自
境
界
、
常
業
我
滞
の
四
徳
を
も



て
荘
厳
し
、
寂
に
し
て
常
に
照
し
、
理
智
冥
合
せ
る
鹿
に
如
来
清
博
法
身
在
ま
す
。

本
来
如
来
の
疲
光
土
の
中
に
在
。
て
、
衆
生
は
自
ら
生
死
の
苦
界
を
観
や
。
諸
伸
の
菩
提
を
衆
生
は
自
ら
煩
悩
と
し

て
迷
惑
す
。
生
死
轄
や
る
時
は
即
ち
浬
襲
、
煩
悩
の
自
性
を
知
れ
ば
印
ち
菩
提
の
光
た
り
。

華
厳
に
よ
れ
ば
、
真
如
自
性
を
守
ら
や
随
緑
し
て
生
死
の
海
衆
生
界
に
流
轄
す
。
生
死
を
出
で
、
因
分
は
普
賢
境
界

重
々
無
量
の
理
を
詮
し
、
果
分
十
悌
自
境
界
、
密
遮
入
玄
、
成
悌
混
繋
の
相
、
如
来
自
謹
の
境
界
は
詮
者
自
ら
知
る
の

み
華
厳
三
味
に
謹
入
し
て
よ
り
、
如
来
の
境
界
は
四
法
界
、
重
々
無
輩
、
事
々
無
碍
、
蓮
華
厳
界
、
所
有
塵
、

一
々
塵

々
入
法
界
。

密
家
に
よ
ら
ば
、
金
宇
宙
是
大
日
心
王
の
覚
種
、
塵
教
の
諸
聖
は
心
教
の
轡
属
、
五
智
所
成
の
依
正
二
報
は
本
有
金

剛
界
。

混
業
界
の
異
名

カA
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如
来
本
畳
、
自
性
天
真
、
諸
伸
自
境
界
、
ま
た
真
如
、
法
性
、
第
一
葬
諦
、
如
来
蔵
性
、
浬
襲
、
本
費
等
の
名
を
以

て
心
霊
界
を
表
明
す
。

如
来
本
尽
の
浬
築
界
は
本
一
睡
な
れ
ど
も
、
種
々
の
方
面
よ
り
之
を
翻
じ
こ
れ
を
表
明
す
る
に
名
詞
も
従
て
多
種
な

り
常
寂
光
土
|
|
理
智
に
約
す
。

極
集
l
|
，
感
情
に
約
す
、

滞
土
l
l

感
覚
に
約
す
。

加
盟
…
鴬
浬
繋
|
|
意
志
に
約
す
。

無
量
光
明
土
叉
は
智
土l
1

智
の
兵
象
的
表
明
。

自
性
天
真
|
|
理
性
。

容
巌
土
l
l

紳
秘
的
。

蓮
華
識
界l
l

讐
鳴
的
。

榊
の
園
浬
築
界
を
或
は
抽
象
的
、
叉
は
具
鰹
的
、
又
感
情
智
力
等
の
諸
方
面
よ
り
親
や
る
叉
多
種
な
り
。
例
へ
ば
同



じ
日
光
に
封
す
る
感
覚
に
踊
官
に
は
光
明
態
、
蝿
畳
に
は
熱
態
た
る
が
如
し
。

常
寂
光
土
、
如
来
本
居
自
境
、
婆
婆
に
即
し
て
卸
寂
光
。

不
在
内
、
不
在
外
、
不
在
中
問
、
超
昼
間
、
絶
時
間
、
離
一
切
相
即
一
切
法
、
離
故
無
相
、
印
故
無
不
相
、
印
如
来

本
自
境
、
非
寂
、
非
照
、
復
寂
に
し
て
常
照
、
照
而
恒
寂
、
故
名
常
寂
光
土
、
ま
た
清
浮
法
身
と
名
づ
く
。
身
土
不
二
、

本
始
不
二
。

浬
襲
界
は
理
想
態
と
し
、
翻
念
的
に
表
明
し
て
寂
光
土
と
名
づ
く
。
永
恒
本
自
寂
静
に
し
て
、
虚
徹
霊
明
、
唯
大
智

慧
光
明
あ
る
の
み
。
永
恒
常
寂
は
理
性
、
昭
々
曜
々
た
る
は
慧
知
、
心
霊
の
光
明
郎
ち
清
持
法
身
に
し
て
、
市
も
寂
光

土
。
故
に
心
身
土
不
こ
な
り
。
是
の
如
き
身
土
は
無
始
無
終
、
非
成
非
壊
、
本
自
永
恒
自
存
の
心
霊
態
、
印
ち
如
来
自

性
放
り
。

清
帯
法
身
居
常
寂
光
土
と
は
、
郎
ち
身
土
不
二
の
瞳
た
り
。
是
の
如
き
の
境
界
は
、
悌
陀
の
自
ら
詮
入
す
る
所
、
卸

ち
阿
捕
の
自
慢
。
一
切
衆
生
は
無
明
に
磐
ら
れ
て
之
を
知
見
す
る
こ
と
能
は
や
。
盲
者
の
日
光
を
見
ざ
る
が
如
し
。

大
翻
念
中
に
あ
る
世
界
た
る
こ
と
を
知
ら
や
。

衆
生
は
但
肉
眼
を
も
て
自
然
界
の
み
を
見
る
。
若
し
悌
眼
開
〈
時
は
此
土
印
常
寂
土
な
る
を
知
見
す
ベ
し
。
法
華
に

九
五
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我
不
見
如
三
界
見
三
界
。
ま
た
如
賓
知
三
界
相
と
あ
り
。
一
一
一
界
と
は
自
然
界
。
如
賓
知
見
は
霊
界
、

一
は
肉
眼
所
見
に

し
て
、
他
は
悌
眼
所
照
た
り
。

伸
及
び
誼
者
は
婆
婆
に
卸
し
て
寂
光
を
見
る
。
疲
光
如
来
境
智b
L融
じ
、
而
も
常
寂
昭
々
、
法
身
を
慢
と
し
、
臆
身

を
用
と
し
、
数
多
無
量
の
化
身
を
護
現
し
て
衆
生
を
度
し
て
無
窮
。
衆
生
既
に
成
伸
す
る
時
は
本
始
不
一
一
、
十
方
三
世

諸
働
本
韓
を
一
に
し
、
一
一
一
身
一
如
、
境
相
官
不
二
た
る
を
寂
光
如
来
と
名
く
。

極
楽
及
悌
身

寂
光
土
を
感
情
的
に
表
明
し
て
極
集
世
界
と
名
く
。
叉
最
幸
の
固
と
も
云
ふ
。
霊
界
は
因
果
の
束
縛
を
離
れ
、
自
然

の
規
定
を
超
え
た
り
。
生
減
轄
費
の
患
ひ
な
く
、
彼
我
分
別
の
隔
て
な
く
、
機
制
我
と
世
界
の
約
束
を
離
れ
た
る
心
霊

の
生
命
は
、
異
我
に
融
合
し
、
無
碍
自
在
、
永
恒
不
蝿
費
、
翼
理
に
随
順
し
、
法
性
に
相
臆
し
、
四
徳
叢
巌
の
固
に
は
自

然
微
妙
の
柴
の
み
あ
り
。
無
鴬
浬
提
の
域
に
は
、
光
柴
と
幸
編
と
の
み
充
てhv
。
業
園
無
鴬
の
春
た
が
く
、
誼
遁
極-P

な
き
慮
、
歓
喜
は
無
限
の
泉
源
よ
り
濁
出
し
、
自
然
の
妙
柴
は
法
界
と
共
に
壷
く
る
こ
と
友
し
。



経
に
彼
悌
園
土
は
清
浮
安
稽
に
し
て
微
妙
快
楽
た
り
。
無
矯
泥
還
の
遣
に
失
げ
り
。
諸
の
聾
聞
菩
薩
天
人
知
日
慧
高
明

に
紳
遁
洞
建
し
威
な
同
じ
く
一
類
に
し
て
形
異
扶
友
し
。
飴
方
に
因
順
す
る
が
故
に
天
人
の
名
あ
り
。
顔
貌
端
正
に
し

て
、
世
に
超
え
て
希
有
、
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
非
宗
人
に
あ
ら
歩
、
み
た
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
韓
を
う
け
た
り

2こ
。

極
柴
は
た
ど
に
如
来
の
賓
館
の
上
に
其
合
し
た
る
の
み
た
ら
歩
、
如
来
の
不
可
思
議
の
妙
用
た
る
成
所
作
智
と
妙
現

察
智
と
の
感
鷹
に
よ
り
て
、
衆
生
の
心
霊
と
如
来
の
内
容
と
融
合
し
、
自
然
に
微
妙
の
快
柴
を
感
ぜ
し
む

極
集
は
如
来
の
内
容
を
す
べ
て
の
心
霊
に
契
合
し
て
、
感
臆
の
中
に
起
す
所
の
妙
柴
・
な
れ
ば
、
寂
光
土
は
本
慣
を
表

し
、
極
楽
は
妙
用
を
表
は
す
。
前
者
は
如
来
の
形
式
理
性
設
一
に
し
て
、
後
者
は
内
容
の
融
合
の
欺
態
友
り
。
起
信
に

如
来
は
本
第
一
義
諦
注
れ
ど
も
、
大
用
を
も
て
衆
生
の
見
聞
に
随
っ
て
種
々
の
快
楽
荘
厳
を
起
す
と
は
是
な
り
。
如
来

の
妙
用
の
所
護
と
し
、
人
の
感
情
的
信
伸
の
封
象
と
し
て
は
、
如
来
の
浬
繋
界
を
吾
人
目
的
の
蹄
底
た
る
極
集
界
と
名

づ
く
。

清
津
土
又
は
美
天
園

寂
光
土
師
ち
極
柴
を
如
来
成
所
作
智
の
現
は
す
鹿
と
し
、
ま
た
衆
生
の
感
覚
の
封
象
と
し
て
、
浮
土
又
は
美
天
圏
と

九
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名
づ
く
。

聖
典
に
よ
り
て
共
の
相
を
示
さ
ば
、
如
来
園
土
は
自
然
の
七
賓
を
以
て
地
と
鴬
す
。
快
廓
瞭
蕩
に
し
て
限
極
す
ペ
か

ら
や
。
悉
く
相
雑
闘
し
、
縛
相
入
間
し
、
光
赫
焼
耀
に
し
て
、
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浮
荘
厳
十
方
一
切
世
界
に
超
輪
せ

り
。
衆
賓
の
中
の
精
た
る
も
の
た
り
。
又
同
く
、一
切
寓
物
、
巌
浮
光
麗
、
形
色
殊
勝
に
、
妙
を
極
め
美
を
蓋
せ
り
。

能
く
稽
量
す
る
こ
と
な
し
。

又
日
く
、
衆
費
蓮
華
世
界
に
周
循
せ
り
。
一
々
賓
華
に
百
千
億
の
葉
あ
り
。
共
の
花
の
光
明
無
量
雑
色
に
し
て
、
背

色
に
は
青
光
あ
り
、
白
色
に
は
白
光
あ
り
、
玄
黄
朱
紫
の
光
色
も
亦
然
り
。
時
嘩
焼
欄
に
し
て
明
曜
た
る
こ
と
日
月
の

n
H

〆
。

4
u』'
t

一
々
の
華
の
中
よ
り
三
十
六
百
千
億
の
光
を
出
し
、一
々
に
三
十
六
百
千
億
の
悌
を
出
す
。
身
紫
金
に
し
て
相

好
殊
特
注
り
。
一
々
の
諸
伸
ま
た
百
千
の
光
明
を
放
ち
て
、
普
く
十
方
の
矯
め
に
微
妙
の
法
を
設
き
給
ふ
。
是
の
如
き

諸
悌
各
無
量
の
業
生
を
悌
の
正
道
に
安
立
せ
し
め
給
ふ
。

叉
聖
典
に
、
如
来
其
中
に
於
て
、
六
十
寓
億
の
身
に
八
高
の
相
好
を
具
足
し
給
ふ
を
現
じ
て
、
光
明
遍
く
十
方
の
世

界
を
照
し
、
常
に
念
伸
の
衆
生
を
揮
し
給
ふ
と
。

諸
の
法
身
の
菩
薩
は
雲
の
月
を
篇
む
が
如
く
に
園
鰭
し
、
如
来
相
好
園
浦
の
身
を
現
じ
て
矯
め
に
法
を
詑
き
給
ふ
。



是
の
如
く
感
畳
的
荘
厳
の
相
は
、
皆
是
感
畳
心
象
に
し
て
、
肉
眼
の
所
封
に
あ
ら
や
。
本
よ
り
如
来
の
浬
繋
界
は
揮

土
本
来
寂
光
土
、
何
ぞ
感
覚
の
相
あ
ら
ん
。
答
へ
て
、
如
来
の
大
本
種
本
質
の
方
か
ら
は
唯
一
大
観
念
態
な
る
も
、
大

用
現
象
た
る
成
所
作
智
に
よ
り
て
、
諸
の
感
覚
的
荘
巌
を
現
や
る
注
り
。

鶏
益
師
云
く
、
寂
光
若
し
勝
妙
の
五
塵
友
く
ん
ば
、
何
ぞ
夫
れ
聾
聞
の
偏
異
に
異
友
ら
ん
と
。
本
よ
り
海
土
の
五
塵

は
物
質
的
感
覚
に
あ
ら
や
し
て
感
覚
心
象
な
り
。
郎
ち
肉
眼
の
封
象
に
あ
ら
や
し
て
心
眼
の
所
照
な
り
。

起
信
に
、
諸
悌
法
身
色
相
を
離
る
、
云
何
ぞ
、
能
く
色
相
を
現
や
る
。

答
へ
て
日
く
、
卸
此
法
身
是
色
韓
た
る
が
故
に
能
く
色
を
現
歩
。
所
謂
本
よ
り
巳
来
、
色
心
不
二
た
り
。
色
性
郎
智

-
た
る
を
以
て
の
故
に
、
色
韓
無
形
、
設
い
て
智
身
と
名
く
。
智
性
卸
色
な
る
を
以
て
の
故
に
、
設
い
て
法
身
一
切
慮
に

循
す
と
名
づ
く
。
所
現
の
色
分
費
あ
る
こ
と
た
し
。
心
に
陣
内J
て
能
く
十
方
世
界
、
無
量
菩
薩
、
無
量
報
身
、
無
量
の

荘
厳
を
示
す
。
各
三
走
別
背
分
溜
門
事
仏
く
、
而
相
妨
げ
や
。
此
心
識
分
別
の
能
く
知
る
所
に
あ
ら
や
，
。
同
県
如
自
在
の
用
の

義
た
る
を
以
て
の
故
に
と
。

記
に
t

所
現
の
色
中
に
、
彼
の
真
心
無
碍
に
し
て
周
循
の
故
に
、
所
現
の
色
亦
園
融
無
碍
。
乃
至
、

一
々
諸
根
皆
法

界
に
偏
し
、
然
も
互
に
相
妨
げ
や
、
此
其
の
用
。
妄
識
の
能
く
知
る
所
に
あ
ら
や
。

九
九
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宇
宙
の
本
館
寂
光
土
た
る
は
大
国
鏡
智
の
煙
た
り
。
五
壌
の
妙
荘
巌
は
成
所
作
智
の
用
。
如
来
法
身
法
界
に
周
備
す

る
が
故
に
作
智
周
備
す
。
故
に
一
切
の
鹿
に
清
滞
園
土
を
現
4
y。

湿

柴

界

如
来
の
清
海
土
を
浬
繋
界
と
云
ふ
。

如
来
の
境
界
は
相
待
因
果
生
繊
の
規
定
を
離
れ
、
絶
封
無
規
定
、
本
有
の
賓
相
の
瞳
は
遺
作
の
え
て
す
る
慮
に
あ
ら

す=
世
界
が
因
果
に
規
定
せ
ら
れ
、
生
死
輔
費
極
り
泣
き
に
反
し
て
、
如
来
の
本
土
は
不
生
不
説
、
永
恒
常
然
。

浬
襲
経
に
日
く
、
解
脆
と
は
虚
無
卸
如
来
友
り
。
如
来
は
虚
無
、
作
所
作
に
あ
ら41。
真
解
脆
と
は
不
生
不
越
な

り
。
是
の
故
に
解
脆
は
如
来
た
り
。
不
生
不
波
、
不
老
不
死
、
不
破
不
壌
に
し
て
、
有
震
の
法
に
あ
ら
歩
。
之
を
如
来

入
大
浬
繋
と
云
ふ
。
叉
解
脆
と
は
無
上
上
と
名
づ
く
。
阿
揮
菩
提
を
得
し
己
づ
て
無
愛
無
摸
郎
解
脆
な
り
。
又
如
来
と

は
印
是
浬
襲
、
浬
繋
は
卸
無
輩
、
無
蓋
は
卸
是
伸
性
、
働
性
は
卸
是
決
定
、
決
定
は
卸
是
阿
縛
菩
提
。
又
如
来
者
卸
是



無
鏡
、
無
儒
者
卸
是
常
、
常
者
卸
法
、

叉
日
く
、
遣
に
二
種
あ
り
、

一
者
常
、
二
者
無
常
。
浬
繋
亦
爾
り
。
外
道
及
凡
夫
聾
開
等
の
遣
を
無
常
と
す
。
諸
悌

菩
薩
所
有
の
菩
提
を
常
と
鴬
す
。
善
男
子
菩
提
と
浬
繋
と
は
悉
く
名
け
て
常
と
鴬
す
。
一
切
衆
生
は
無
量
煩
憎
の
震
に

覆
は
れ
て
、
慧
眼
な
き
が
故
に
見
る
こ
と
能
は
歩
。
諸
の
衆
生
戒
定
慧
を
修
し
て
、
修
行
の
故
に
遣
と
菩
提
と
及
浬
提

と
を
見
る
。
是
を
菩
躍
が
菩
提
浬
繋
を
得
る
と
名
づ
く
。
道
の
性
相
賓
に
生
滋
せ
や
。
道
は
色
像
の
見
る
べ
き
な
し
と

雄
も
、
而
も
貨
に
用
あ
り
。
衆
生
心
も
見
る
べ
か
ら
ざ
る
も
亦
有
た
る
が
如
し
。
叉
日
く
、
大
柴
あ
る
が
故
に
大
浬
繋

易
、
故
名
大
業
。
二
者
、
大
寂
静
の
故
に
、
名
鴬
大
集
。
漫
繋
の
性
是
大
寂
静
、

一
切
智
に
あ
ら
ざ
る
は
大
柴
と
名
け
歩
。
四
者
、
身
不
壊
故
、
名
づ
け

と
名
づ
く
。
浬
提
の
性
無
苦
無
業
の
故
に
大
業
と
云
ふ
。
凡
夫
の
業
は
無
常
敗
境
、
是
故
無
業
。
諸
悌
常
紫
、
無
有
費

一
切
憤
聞
の
法
を
遠
離
す
る
が
故

に
。
=
一
者
、一
切
智
の
故
に
犬
繁
と
名
づ
く
。

て
大
柴
と
鴬
す
。
身
若
し
壊
す
べ
く
ん
ば
業
と
名
け
や
。
如
来
の
身
は
金
剛
不
壊
。
煩
悩
身
無
常
身
に
非
宗
。
故
に
大

浬
繋
と
名
く
。

叉
日
く
、
第
一
義
諦
を
亦
道
と
名
づ
く
、
亦
菩
提
と
名
づ
く
、
又
浬
提
と
名
づ
く
。
又
云
、
法
身
は
即
是
常
業
我
滞

た
り
。
若
し
は
悌
出
世
及
不
出
世
に
も
、
常
住
不
動
に
し
て
、
費
易
あ
る
こ
と
た
し
。

。



。

浬
繋
は
不
生
不
滅
た
り
と
云
ふ
も
、
車
に
凝
固
無
生
の
非
活
動
の
穏
な
り
と
云
ふ
に
あ
ら4
7。

密

殿

浄

土

如
来
の
異
悌
土
浬
繋
界
を
紳
秘
的
に
密
巌
浮
土
と
名
づ
く
。
員
伸
身
土
を
ば
自
然
界
を
超
絶
し
た
る
彼
岸
に
求
む
ベ

か
ら
や
。
宇
宙
金
髄
物
心
二
界
を
組
合
し
て
卸
ち
是
れ
金
胎
不
二
の
大
目
覚
王
の
韓
た
り
。

六
大
を
悌
韓
と
し
、
四
畳
を
相
と
す
。
三
密
を
刷
と
す
。
六
大
の
中
に
が
、
て
地
水
火
風
空
の
五
大
は
理
鰭
に
し
て
胎

蔵
界
。
識
大
は
智
に
し
て
金
剛
界
と
す
。
六
大
合
し
て
理
智
一
如
の
大
日
如
来
。
宇
宙
寓
有
六
大
を
離
れ
や
、
六
大
は

諸
法
に
周
循
の
故
に
、
一
切
法
と
し
て
大
日
に
非
ざ
る
は
た
し
。
理
知
皇
ハ
に
法
界
に
周
循
し
、
理
胎
識
に
四
重
聖
衆
、

智
金
剛
界
に
三
十
七
傘
、
岡
部
本
来
不
こ
な
り
。

大
日
心
王
の
畳
韓
、
座
敷
の
諸
聖
は
心
教
の
品
管
局
、
五
智
所
成
の
依
正
二
報
、
本
有
金
剛
界
(
慢
性
智
)
自
在
一
-
一
摩

耶
(
妙
翻
察
智
)
大
量
陀
羅
よ
り
現
諸
法
不
生
(
平
等
性
智
)
大
菩
提
心
(
大
国
鏡
智
)
不
壊
金
剛
光
明
心
殿
(
成
所

作
智
〉
不
寝
金
剛
諸
骨
尋
常
住
身
を
嘆
や
る
光
明
心
(
心
の
費
躍
を
嘆
や
)
殿
(
所
住
。
)



三
十
七
隼
九
合
長
陀
、
十
三
大
舎
、
四
重
量
茶
、
華
々
帝
網
、
塵
剥
聖
衆
(
正
報
)
、
依
正
無
輩
、
自
在
国
浦
。

此
の
教
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
は
本
是
れ
密
巌
浮
土
一
切
諸
法
と
し
て
莞
王
境
界
た
ら
ざ
る
は
友
し
。一
切
衆
生
寓
徳
具

備
し
て
衆
生
と
し
て
、
昆
慮
た
ら
ざ
る
は
友
し
。

表
徳
門
に
は
十
心
諸
法
平
等
に
し
て
、
是
大
日
の
表
現
の
故
に
、一
一
盛
も
捨
づ
ベ
き
友
し
、
持
是
れ
昆
慮
。
一
切
寓

法
悉
く
大
目
。
真
如
卸
我
身
、
悌
法
印
我
韓
。

宇
宙
寓
有
悉
く
見
直
表
徳
、
衆
生
悉
く
本
有
の
薩
撞
な
れE
も
、
衆
生
無
明
に
覆
は
れ
て
自
ら
覚
知
せ
や
、
宇
宙
は

深
秘
の
蓮
華
斑
界
注
れ
E

も
、
衆
生
は
煩
悩
に
覆
は
れ
て
莞
知
す
る
こ
と
能
は
や
。
故
に
府
知
巌
と
云
ふ
。
若
し
三
密
相

躍
の
賓
鎗
を
以
て
榊
秘
の
門
を
聞
く
と
き
は
、
法
界
本
来
是
れ
大
日
の
表
徳
た
る
を
知
ら
ん
。
宇
宙
賓
相
た
る
大
円
主

観
ん
と
欲
せ
ば
、
他
に
求
む
べ
か
ら
や
、
自
己
心
霊
開
費
す
べ
し
。
然
る
時
は
永
恒
本
然
の
大
日
輸
は
恒
沙
無
擾
の
寓

徳
を
具
し
て
、
永
し
な
へ
に
自
己
内
在
の
法
界
を
照
す
を
見
ん
。

大
日
の
浮
土
の
中
に
在
り
て
、
凡
夫
は
生
死
の
闇
宅
を
認
め
、
衆
生
生
死
界
中
に
在
り
て
、
如
来
は
密
巌
浮
土
に
安

住
し
給
ふ
。

汎
紳
論
は
、
吾
人
は
榊
の
一
分
子
ま
た
紳
の
一
模
塑
た
り
と
す
。
一
脚
は
宇
宙
金
曜
の
人
格
的
存
在
と
し
、
之
を
人
格

一o
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に
擬
す
。
人
の
精
紳
の
最
高
要
素
と
し
入
閣
の
精
紳
を
極
大
と
し
紳
を
寝
象
す
。
さ
れ
ば
と
て
無
限
な
る
神
と
有
限
な

る
人
と
全
然
同
一
な
り
と
一
疋
ふ
に
あ
ら
や
。

金
胎
五
智
等
を
以
て
表
続
的
に
人
格
に
擬
し
た
る
紳
の
観
念
に
外
な
ら
や
。
か

L

る
表
競
的
擬
人
論
は
宗
教
に
は
避

く
べ
か
ら
ざ
る
事
た
り
。

顕
教
は
、
製
理
的
に
宇
宙
全
一
の
精
紳
を
認
め
、
智
に
よ
り
て
卸
ち
推
理
に
よ
り
て
、
全
一
の
観
念
に
達
し
て
、
一
脚

は
全
一
の
精
紳
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
と
す
る
も
、
云
は
ど
理
に
於
て
ま
た
観
念
に
が
、
て
、
之
を
知
る
も
、
全
く
如
来
の

内
容
と
の
融
合
は
、
紳
秘
的
論
伽
の
密
法
に
よ
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
。
卸
ち
内
容
が
三
密
相
鷹
し
、
入
我
々
入
、
紳
秘
的

加
持
に
よ
り
て
、
生
け
る
大
我
と
融
合
し
、
活
け
る
霊
と
し
て
生
活
す
る
に
至
る
。

如
貨
に
自
己
の
根
底
た
る
大
日
の
心
霊
を
知
見
し
、
之
と
融
合
す
れ
ば
卸
ち
無
上
菩
提
な
り
、
郎
大
日
如
来
友
り
、

重
々
帝
網
郎
疾
頼
。

虞
如
遠
か
ら
や
此
の
身
を
捨
て
何
の
慮
に
か
求
め
ん
。
如
賓
に
自
心
を
知
れ
ば
郎
自
己
の
心
霊
大
日
寧
、
郎
法
界
周

偏
の
程
、
印
ち
密
巌
世
界
注
り
。

宇
宙
は
本
大
日
の
表
徳
た
る
も
、
衆
生
は
無
明
に
覆
は
れ
て
、
如
来
の
自
性
と
相
臆
ぜ
ざ
る
が
故
に
、
自
ら
生
死
に



迷
設
す
。
宇
宙
は
本
大
目
な
れ
ど
も
、
迷
へ
る
衆
生
の
矯
め
に
は
如
来
の
自
性
は
超
絶
的
な
り
。
汎
紳
論
は
如
来
の
自

中
存
在
に
し
て
、
而
も
超
絶
的
な
り
。
如
来
は
無
限
に
絶
封
無
規
定
。
世
界
は
相
封
規
定
た
り
。
自
然
界
は
如
来
の
中

に
混
入
す
。
如
来
は
世
界
に
渡
す
べ
き
に
非4
1、
故
に
自
然
界
は
生
誠
費
易
。
真
善
た
る
も
の
に
あ
ら
守
。
吾
人
は
如

来
を
離
れ
心
性
に
あ
ら
ざ
る
故
に
紳
の
頴
現
な
り
と
。

吾
人
は
生
誠
費
易
を
見
る
も
、
如
来
は
本
有
永
恒
の
大
日
如
来
た
り
。
生
被
費
易
は
燐
(
遊
)
一
一
一
味
の
所
作
た
り
。

如
来
の
妙
親
察
智
と
之
と
相
臆
せ
る
紳
秘
的
宗
教
と
に
よ
り
て
如
来
の
本
慢
を
観
じ
た
る
も
の
と
す
。

重
々
無
擬

蓮
華
蔵
界

華
巌
粧
の
浬
提
及
伸
身
。

如
来
は
十
悌
自
境
界
。

十
身
如
来
、
重
々
無
輩
、
蓮
華
離
界
に
住
す
。

宇
宙
蔦
有
を
線
合
し
て
之
を
伸
身
と
し
、
之
を
融
一
一
一
世
間
の
十
身
と
す
。
衆
生
身
、
園
土
身
、
業
報
身
、
聾
聞
身
、

一
O
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濁
費
身
、
菩
薩
身
、
如
来
身
、
智
身
、
法
身
、
虚
空
身

衆
生
と
園
土
と
業
報
と
の
三
は
衆
生
の
業
感
、
こ
れ
を
染
分
と
し
、
聾
聞
と
濁
売
と
菩
薩
と
如
来
智
法
の
六
を
持
分

と
し
、
虚
空
は
園
融
無
碍
身
。

本
来
高
有
印
如
来
の
自
瞳
な
れ
ど
も
、
衆
生
は
自
ら
迷
ぴ
て
之
を
知
ら
歩
。
叉
菩
薩
身
等
の
十
身
如
来
身
を
、
更
に

十
種
に
分
ち
て
、
十
身
十
悌
と
す
。
菩
薩
、
願
、
加
持
、
化
、
意
生
、
威
勢
、
相
好
、
幅
徳
、
智
、
法
、
こ
れ
を
十
身

と
云
ふ
。
成
正
畳
、
願
、
住
持
、
浬
繋
悌
、
随
柴
、
心
、
業
報
、
三
味
、
本
性
、
法
界
之
を
十
悌
と
云
ふ
。
十
身
を
三

身
に
配
営
す
ペ
し
。

十
悌
を
立
て
無
霊
を
願
は
す
。

宇
宙
全
韓
本
如
来
本
煙
、
之
を
二
面
と
し
、
一
方
は
因
分
、
普
賢
境
界
、
法
界
緑
起
、
乃
至
自
在
無
窮
、
法
界
慢
性
、

本
来
自
爾
、
縁
起
無
窮
、
始
絡
を
離
れ
、
諸
法
の
鰹
性
、
衆
善
の
朝
宗
、
寓
徳
の
陣
所
怠
る
甚
深
法
界
、
是
如
来
の
重

々
無
輩
、
固
融
無
碍
の
活
動
せ
る
方
面
に
で
、
一
面
は
果
分
、
唯
悌
自
境
界
、
果
分
内
詮
国
融
、
相
帥
相
入
、
園
融
無

碍
、
是
如
来
本
質
自
性
、
如
来
自
ら
詮
入
し
給
ふ
所
、
郎
自
受
用
身
と
相
鹿
す
。
是
絶
封
無
規
定
卸
ち
超
絶
髄
左
り
。

因
分
一
切
無
量
の
活
動
、
果
分
自
中
存
在
。



如
来
は
一
方
に
は
本
然
自
存
昆
虚
、

一
面
に
は
無
始
無
絡
に
宇
宙
蔦
有
に
在
て
活
動
す
。

一
面
よ
り
翻
や
れ
ば
種
々
一
雑
多
注
る
世
界
獲
教
剃
海
た
り
。
一
方
よ
り
み
れ
ば
闘
融

蓮
華
蔵
界
、
如
来
温
法
界
身
、

無
碍
、
究
寛
果
分
園
土
海
、
十
悌
自
韓
、
結
封
無
碍
。
理
事
無
碍
、
韓
と
力
と
相
印
相
入
し
、一
々
塵
々
法
界
に
循

し
、

一
豊
一
切
塵
利
と
相
即
相
入
し
、
一
切
塵
三
由
一
一
々
無
輩
、
其
般
相
説
く
べ
か
ら
や
。
一
塵
構
法
界
た
れ
ば
、

聾

一
郎
一
明
、
固
融
無
碍
、
拳
一
杢
牧
、
法
性
国
融
故
、
因
果

相
郎
、
生
伸
一
如
、
生
に
印
し
て
伸
、
初
登
心
時
便
成
正
費
。
相
容
門
に
は
、
十
方
無
蓋
の
依
正
色
心
は
一
塵
に
相
容

に
壷
法
界
の
塵
利
を
相
容
し
、
相
卸
門
に
は
一
印
一
切
、

し

一
に
多
を
容
れ
、
多
に
一
を
容
れ
、
乃
至
重
々
無
蓋
の
用
を
友
す
。

時
間
的
に
は
三
世
際
を
以
て
一
念
に
相
入
し
、
一
念
即
無
量
劫
。
一
方
に
無
限
の
時
間
と
、
一
面
に
は
非
時
間
的
同

時
態
。
十
悌
如
来
自
境
界
は
絶
封
永
恒
心
霊
態
、
言
語
道
断
、
如
来
自
詮
。

一
方
に
は
盛
教
の
相
好
身
を
以
て
重
々
・
無
査
の
剃
海
に
於
て
常
然
に
説
法
度
生
無
意
。

経
に
、
一
伸
土
を
十
方
界
に
浦
、
十
方
を
一
に
入
、
亦
無
飴
、
世
界
本
相
不
壊
。
叉
日
く
於
一
微
摩
中
、
現
無
量
伸

園

叉

毛
干し
皆
有
無
量
菩
薩

各
鴬
具
設
普
賢
行
願

又
;z;;: 

一
微
塵
所
一
不
現
、一
切
微
塵
亦
如
是
。

本
経
に
説
く
鹿
の
伸
身
及
悌
土
論
は
、
宇
宙
心
王
如
来
を
悌
眼
を
以
て
親
じ
た
る
相
左
り
。
ま
た
伸
身
を
妙
観
察
智

一
O
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を
正
面
と
し
て
観
ぜ
る
相
た
り
。

浬
繋
友
悌
身
論

浬
提
と
は
、
真
如
縁
起
論
に
は
、
始
畳
の
智
極
り
て
本
質
と
一
致
し
た
る
慮
、
生
披
の
相
と
根
本
無
明
を
誠
蓋
し
、

真
如
金
鰭
顕
現
し
た
る
底
。

如
来
は
結
封
心
量
、
大
智
慧
光
明
の
相
、
恒
抄
無
量
の
性
徳
を
具
し
て
、
ま
た
不
可
思
議
の
業
用
を
現
じ
て
、
十
方

三
世
に
衆
生
を
度
す
。

虞
如
の
鰭
は
絶
封
た
れ
ど
も
、
衆
生
の
心
に
鹿
じ
て
悌
陀
報
臆
二
身
を
示
し
。
浬
繋
は
無
明
煩
悩
の
減
蓋
し
て
、
虞

如
の
賓
際
に
復
し
た
る
慮
。
悌
陀
は
真
如
の
用
を
も
て
法
報
臆
の
一
一
一
身
と
す
。



悌
身
土
の
観
念
の
三
階
級

初
め
天
然
教
。
二
超
然
教
。
三
国
具
較
。

天
然
教
は
幼
稚
た
る
宗
教
意
識
卸
ち
原
始
的
宗
教
思
想
。
郎
天
然
の
人
に
は
紳
の
観
念
未
だ
幼
稚
に
し
て
紳
を
天
然

現
象
の
中
に
求
め
天
然
物
棄
と
一
・
な
り
と
し
深
奥
の
理
想
た
く
宇
宙
現
象
の
中
に
自
然
的
意
思
あ
る
が
如
く
も
未
だ
明

瞭
な
ら
や
。

自
然
科
皐
唯
物
論
者
の
如
く
盲
目
的
器
械
的
世
界
観
は
劣
等
な
る
意
識
と
云
は
ざ
る
可
か
ら
や
'
。
天
然
的
の
人
は
現

在
の
苦
情
を
兎
れ
ん
が
震
に
紳
に
劃
す
る
願
望
は
有
形
感
畳
を
超
ゆ
る
た
く
、
紳
も
有
形
世
界
に
。
解
脆
ま
た
然
り
。

紳
の
観
念
に
が
、
て
も
劣
等
左
り
。

衣
に
超
然
教
に
は
宇
宙
現
象
界
は
幻
夢
の
如
く
に
し
て
、
異
質
た
る
も
の
に
非
歩
。
相
劃
規
定
怒
る
世
界
及
び
人
生

は
身
心
土
を
断
被
せ
る
遠
き
彼
岸
に
、
異
質
の
浬
繋
界
在h
v
。

現
在
の
感
魔
界
を
超
絶
せ
る
彼
岸
と
す
。甲
は
昼
間

的
に
高
妙
怠
る
一
天
に
あ
り
、
ま
た
十
寓
億
土
に
超
え
た
り
と
す
。
乙
は
時
間
的
に
一
二
抵
の
後
に
始
め
て
霊
界
現
前
す

一
O
九



一
一O

と
。
或
は
百
劫
或
は
死
後
に
始
め
て
到
る
と
の
超
然
主
義
は
現
象
界
と
霊
界
と
は
全
く
宇
宙
の
鵠
を
異
に
す
る
も
の
と

す
進
み
た
る
固
浦
の
宗
教
は
宇
宙
本
来
如
来
の
異
身
土
に
し
て
絶
封
無
限
の
如
来
の
身
土
を
離
れ
て
世
界
一
物
も
有
る

た
し
。
不
可
思
議
に
し
て
、
如
来
の
瞳
内
に
在
れ
ど
も
、
衆
生
は
自
ら
迷
ひ
て
本
を
背
に
し
末
に
向
っ
て
真
相
を
知
る

事
注
し
。
如
来
は
無
始
己
来
無
始
無
絡
に
、
逼
昼
間
逼
時
間
、
不
可
思
議
の
霊
態
に
し
て
、
消
極
卸
ち
遮
情
と
し
て
は

結
封
無
限
、
言
語
道
断
、
十
悌
自
境
界
、
果
分
不
可
設
と
。
表
徳
と
し
て
は
、
深
秘
的
に
童
十
方
無
碍
光
如
来
、
国
融

無
碍
の
霊
性
よ
り
重
々
無
輩
、
真
徳
の
故
に
十
方
面
に
無
意
の
霊
象
を
現
じ
無
蓋
の
霊
能
&
以
て
以
て
一
一
切
を
庭
す
。

宇
宙
は
感
畳
よ
り
見
れ
ば
物
質
的
自
明
の
世
界
韓
友
る
も
、
観
念
的
に
自
翻
せ
ば
如
来
の
境
界
、
至
翼
至
善
至
美
の
異

理
の
霊
界
に
し
て
、
如
来
不
可
思
議
の
白
境
界
な
り
。

天
然
教
に
は
感
覚
界
己
上
を
未
だ
意
識
せ
や
。
超
然
軟
に
は
現
象
界
と
霊
界
と
を
共
韓
別
々
た
る
も
の
と
す
。
護
連

せ
る
宗
教
に
は
、
結
封
の
賓
瞳
が
自
観
の
真
相
と
、
現
象
候
相
と
の
異
見
に
し
て
、
共
本
韓
の
別
な
る
に
非
や
。
本
来

の
箕
面
白
と
生
理
機
械
的
現
象
忘
想
の
所
見
と
の
異
相
な
り
。

園
教
が
霊
界
の
方
面
印
ち
如
来
の
身
土
を
調
を
以
て
表
す
る
に
種
々
の
名
あ
り
。



乗

教

今
此
身
心
及
び
身
、
受
、
心
、
法
、
共
に
不
得
、
苦
、
無
常
、
無
我
友
り
。
之
を
厭
捨
し
身
心
の
煩
悩
を
断
じ
無
我

の
観
智
を
以
て
貧
隈
等
を
断
巳
諸
の
業
を
止
息
し
、
我
昼
真
如
を
謹
得
し
、
乃
至
羅
漢
果
を
得
て
次
身
減
智
、
方
に
諸

昔
を
減
す
。
之
を
浬
繋
と
稿
す
。
此
五
謹
の
泡
露
を
厭
ぴ
て
偏
翼
無
鴬
に
師
す
之
を
最
終
の
蹄
慮
と
す
。
斯
教
は
個
人

解
脆
の
消
極
の
方
の
み
に
滞
っ
て
未
だ
夫
れ
己
上
の
理
を
識
ら
や
。

法

相

法
相
家
に
依
ら
ば
、
宇
宙
の
現
象
界
は
是
自
己
第
八
阿
頼
耶
識
の
所
現
た
り
。
識
所
費
よ
り
自
己
の
五
根
と
な
り
、

感
葺
よ
り
六
塵
の
世
界
編
は
れ
園
土
及
び
宇
宙
が
現
象
せ
し
怒
り
。
皆
自
己
の
識
が
所
現
友
れ
ば
識
の
外
に
其
賓
法
あ

る
に
非
A
T。
賓
に
在
ら
ざ
る
幻
物
を
賓
有
の
我
及
び
高
物
と
執
す
る
は
、
喰
へ
ば
熱
を
患
ふ
人
の
夢
に
異
色
の
人
を
見



る
が
如
く
、
こ
は
患
力
の
故
に
感
や
る
も
の
に
で
、
賓
に
人
る
り
と
謂
ひ
し
我
身
も
唯
識
の
費
現
す
る
鹿
た
り
と
。
字

宙
現
象
界
は
幻
夢
に
し
て
買
に
非
歩
。
若
し
人
五
位
の
修
行
に
進
趣
窮
輩
し
て
、
煩
悩
と
所
智
の
二
障
を
減
量
せ
ん
が

錆
に
三
抵
百
劫
高
行
を
修
し
て
、
最
後
の
一
念
に
悌
果
を
得
る
時
、
八
識
が
輔
じ
て
四
智
と
成
h
v

、
二
轄
妙
果
一
一
一
身
園

満
に
寂
々
照
々
と
し
て
朗
か
た
り
。

清
浮
法
界
は
是
自
性
身
、
四
智
の
相
は
是
如
来
自
ら
受
用
す
る
相
、
平
等
性
智
所
現
の
身
は
位
受
用
身
、
成
所
作
智

所
現
の
身
は
費
化
身
た
り
、
妙
観
察
智
は
是
設
法
断
疑
の
智
な
り
。

四
智
と
不
生
不
滅
清
浮
法
界
の
躍
と
を
合
し
て
如
来
五
博
一
一
一
身
の
相
と
す
。
浬
繋
に
本
来
自
性
清
博
浬
提
と
無
住
鹿

混
繋
と
あ
り
、
無
佳
麗
浬
襲
と
は
大
悲
智
慧
常
に
輔
翼
、
此
に
由
て
生
死
浬
襲
に
住
持
司
令

y

、
有
情
を
利
益
し
、
未
来
際

を
窮
め
、
用
に
し
て
常
に
寂
、
故
に
浬
繋
と
名
づ
く
。
此
教
は
感
魔
界
は
八
識
所
費
に
し
て
仮
象
な
り
。
八
識
縛
や
る

時
は
、
四
智
、
二
轄
依
、
菩
提
浬
提
を
瀬
現
す
。
修
に
よ
っ
て
現
や
る
も
、
悌
界
本
来
の
理
を
設
か
歩
、
ま
た
超
然
主

義
に
し
て
、
一
一
一
抵
の
時
聞
を
超
え
。
感
覚
は
妄
に
し
て
浬
繋
は
異
質
、
其
轄
を
異
に
す
と
。



天

.b、
口

天
台
に
は
四
土
を
立
て
凡
聖
同
居
土
、
方
便
化
土
、
異
質
報
土
、
常
寂
光
土
。
前
三
土
は
機
感
相
臆
し
て
感
や
る

庭
、
常
寂
光
土
の
み
唯
悌
の
安
住
す
る
浮
土
。
是
れ
機
を
離
れ
唯
伸
の
白
境
。
卸
ち
是
れ
四
徳
波
羅
需
を
以
て
荘
厳
し

周
温
。
寂
に
し
て
常
に
服
す
、
理
智
英
ム
口
、
是
法
身
の
佳
麗
な
り
。

永
恒
常
然
、
本
自
寂
静
、
照
々
玲
然
の
浮
土
に
は
自
然
の
妙
柴
あ
り
、
自
在
無
碍
に
し
て
清
浮
怠
る
慮
、
唯
伸
境

界
、
真
理
と
、
一
切
慧
と
一
切
能
と
の
徳
の
み
あ
っ
て
充
満
す
、
之
を
常
寂
光
土
生
名
づ
く
。

寂
光
土
は
寂
に
卸
し
て
能
く
照
す
、
照
に
し
て
寂
、
身
に
却
し
て
心
た
り
、
心
に
卸
し
て
土
。
身
心
土
不
二
に
し
て

二
、
二
に
し
て
不
二
。
是
の
如
き
の
甚
深
境
は
言
語
に
超
え
、
心
行
所
波
、
相
待
を
絶
し
た
る
絶
封
真
如
な
れ
ば
、
常

識
を
以
て
測
る
べ
か
ら
や
、
と
は
遮
情
の
分
に
し
て
、
ま
た
感
莞
的
に
表
明
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
た
り
。
法
華
経
に

如
来
自
己
の
知
見
す
る
紳
秘
の
内
面
を
捜
し
て
、
法
華
経
に
は
、
是
の
如
く
に
設
き
給
ひ
た
り
。
我
一
一
一
界
の
如
く
に
一
一
一

界
を
見
守
。
ま
た
、
我
如
貨
に
三
界
の
相
を
知
見
す
と
。
然
ら
ば
常
寂
光
浮
土
は
覧
室
寂
葉
、
(
踏
ん
吋
)
怠
る
か
。
日
く

一
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一
四

然
ら
歩
。
如
来
自
受
用
の
妙
境
は
、
無
明
覆
え
る
衆
生
の
矯
に
は
紳
秘
的
な
る
も
、
如
来
は
是
無
明
の
夜
明
け
て
白
日

青
天
宇
宙
の
虞
象
を
見
る
。
我
滞
土
は
段
た
や
、
衆
生
劫
議
き
て
大
火
に
焚
か
る

L

時
も
、
我
が
此
の
土
は
安
穏
に
し

て
天
人
常
に
充
満
せ
り
。
園
林
諸
堂
閣
種
々
賀
荘
厳
。
又
、
如
来
慧
光
照
す
こ
と
無
量
な
り
。
薄
命
無
数
劫
。
柔
和
質

直
怒
る
者
は
常
に
我
身
此
に
至
て
説
法
す
る
を
見
る
。
本
来
悌
議
長
遠
、
久
遠
賓
成
の
本
悌
は
常
に
寂
光
土
に
在
て
摩

詞
昆
虚
遮
那
如
来
と
披
す
。

三
界
の
如
く
に
と
は
天
然
感
畳
界
を
云
ふ
。
如
来
の
方
面
は
虞
賓
の
霊
界
に
し
て
印
ち
観
念
界
注
り
。
宇
宙
賓
躍
の

内
面
に
清
滞
闘
土
あ
り
て
光
明
赫
耀
臨
時
換
欄
に
し
て
言
ふ
べ
か
ら
や
。
如
賓
に
親
修
し
て
伸
智
に
相
躍
す
る
時
印
ち

翻
や
る
こ
と
を
得
ベ
し
。

陪
の
智
者
大
師
法
華
三
昧
に
入
。
て
、
霊
山
一
合
未
散
な
る
を
感
余
。
本
来
絶
封
霊
界
、
何
の
底
に
於
て
か
観
ぜ
ざ

る
ベ
け
ん
。
単
に
衆
生
無
明
に
融
制
せ
ら
れ
て
自
ら
見
ぎ
る
の
み
。

業
生
は
三
味
の
心
窓
を
聞
き
て
如
来
の
霊
界
を
翻
守
。
格
局
に
師
入
す
る
時
は
印
ち
常
寂
光
土
の
見
虚
遮
那
に
師
入

す
寂
光
の
如
来
は
境
智
を
融
し
て
、
而
も
常
寂
照
々
、
法
身
を
躍
と
し
、
脹
化
の
身
を
護
現
し
て
、
未
来
際
を
悲
し
て



衆
生
を
度
ぜ
ん
。
臆
身
は
感
魔
界
に
示
現
す
。
三
世
十
方
諸
悌
是
た
り
。
=
一
世
十
方
諸
伸
も
内
面
を
観
や
れ
ば
卸
ち
一

韓
本
悌
・
な
り
。

華

厳

華
巌
に
よ
ら
ば
、
諸
法
無
自
性
、
ま
た
因
分
は
普
賢
の
境
界
た
れ
ば
、
重
々
無
量
の
理
を
聾
し
て
談
じ
得
べ
き
も
、

果
分
は
如
来
十
悌
の
自
境
界
怠
れ
ば
、
甚
探
玄
妙
に
し
て
設
く
べ
き
に
あ
ら
や
'
。
感
費
界
の
相
封
的
の
情
識
に
堕
ぜ
ん

こ
と
を
畏
れ
て
。
無
明
に
臨
調
せ
ら
る
L

時
は
如
来
の
異
境
も
凡
夫
の
境
に
俗
化
す
べ
き
こ
と
、
轍
へ
ば
赤
眼
鏡
を
以
て

見
る
時
は
物
と
し
て
赤
色
を
呈
せ
ざ
る
は
無
き
が
如
し
と
。

如
来
白
境
界
は
甚
深
々
々
、
華
巌
三
味
の
眼
を
以
て
暫
ら
く
如
来
の
異
境
界
を
の
ぞ
き
見
ん
か
、
宇
宙
森
羅
寓
象
悉

皆
見
直
の
果
徳
、
浩
々
た
り
。
衆
相
倶
に
是
悌
の
妙
象
な
り
。
宇
宙
を
聾
し
て
皆
蓮
華
識
世
界
。

一
切
の
塵
々
相
互
に

重
々
無
査
に
蓮
華
臓
世
界
を
映
現
す
。
本
来
是
如
来
園
融
無
碍
の
霊
徳
の
願
現
た
る
塵
々
怒
れ
ば
た
り
。

天
然
の
感
覚
は
、
明
を
失
ぴ
聞
に
迷
弘
、
員
を
脊
に
し
て
塵
に
向
ふ
。
真
理
を
知
ら
歩
。一

一
五



→
一
六

賓
に
法
界
縁
起
。
宇
宙
寓
象
は
唯
是
一
大
心
霊
の
開
費
友
り
。
高
物
一
と
し
て
闘
聯
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
相
封
す
る

寓
有
は
互
に
相
関
係
す
る
も
の
に
し
て
、
高
有
の
多
々
、
車
濁
孤
立
た
る
に
非
歩
。
悉
く
内
面
不
可
割
に
関
聯
す
る
た

れ
ば
、
高
物
同
慢
に
し
て
、
表
面
に
差
別
の
相
を
呈
す
。
差
別
邸
ち
平
等
な
れ
ば
、
事
々
無
碍
論
起
る
。

宇
宙
は
、
凡
夫
の
感
覚
に
は
生
滅
費
易
無
量
差
別
の
相
を
な
す
も
、
如
来
は
蓮
華
蔵
世
界
に
昆
慮
遮
那
如
来
ま
し
ま

し
て
、
蓮
華
蔵
界
、
一
々
の
車
々
相
互
に
映
徹
し
て
無
碍
た
る
を
見
る
。

悌
に
十
身
あ
り
。
衆
生
身
、
園
土
身
、
業
報
身
、
聾
聞
身
、
繰
畳
身
、
菩
薩
身
、
伸
身
、
智
身
、
法
身
、
虚
昼
身
、

等
一
切
諸
法
と
し
て
悌
法
に
非
ざ
る
注
し
。
宇
宙
高
物
と
し
て
悌
慢
た
ら
ざ
る
た
し
。
高
徳
荘
厳
し
て
包
播
無
窮
な

り

一
心
霊
が
差
別
の
寓
物
な
れ
ば
、
相
互
に
主
と
な
り
伴
と
た
り
、
一
法
を
主
と
せ
ば
飴
は
奉
げ
て
伴
と
鴬
る
。
愛
に

於
て
主
伴
闘
融
論
と
友
る
。

是
果
海
園
融
の
相
、
一
多
無
碍
、
九
世
を
揖
し
て
一
念
に
入
る
。
如
来
正
費
を
成
や
る
時
一
切
衆
生
悉
く
成
伸
す
。

念
劫
融
郎
、
園
融
無
碍
の
悌
眼
よ
り
観
や
れ
ば
、
情
非
情
と
し
て
悌
た
ら
ざ
る
は
た
し
。
是
如
来
自
詮
の
方
面
を
表
は

し
た
る
相
た
り
。



員

真
言
家
は
秘
密
教
、
印
ち
紳
秘
的
に
如
来
の
内
詮
を
本
と
し
、
感
費
の
現
象
を
末
と
し
、
現
象
界
の
教
理
は
顕
教
。

分
費
に
し
て
、
如
来
自
詮
の
内
面
を
説
明
す
る
は
濁
り
密
教
の
み
。
凡
夫
は
無
明
に
よ
り
、
本
を
捨
て
末
に
轄
じ
、
本

来
見
慮
遮
那
如
来
の
中
に
在
り
乍
ら
、
自
己
の
無
明
に
秘
せ
ら
れ
て
如
来
の
異
境
界
を
知
見
す
る
こ
と
能
は
や
。
如
来

之
を
秘
す
る
に
非
や
衆
生
自
ら
煩
悩
に
陰
覆
せ
ら
るL
の
み
。

秘
識
賓
鎗
に
、
爾
時
昆
虚
遮
那
世
傘
入
於
一
切
如
来
一
程
遠
疾
力
三
味
読
自
誰
法
界
慢
性
三
味
言
我
莞
本
不
生
出
渇

語
言
道
諸
過
得
解
脆
遠
離
於
因
縁
知
室
等
虚
空
如
質
相
智
生
己
離
一
切
暗
第
一
賓
無
垢
。

意
は
天
然
的
相
封
的
規
定
を
超
え
て
、
所
謂
る
絶
封
本
費
、
邸
ち
父
母
未
生
前
の
本
畳
の
自
慢
本
商
の
故
白
性
の
理

が
頴
現
し
た
る
底
。
言
語
に
も
超
え
て
、
す
べ
て
の
凡
夫
の
迷
及
び
一
切
の
罪
悪
が
脆
却
し
て
、
相
待
の
相
互
の
規
定

因
果
律
を
離
れ
て
、
自
性
天
異
の
虚
高
く
、
寓
象
の
虞
面
白
登
露
し
、
絶
封
無
碍
の
第
一
義
天
に
、
常
住
不
費
の
大
日

輸
は
永
恒
自
存
の
光
明
を
耀
々
と
し
て
照
す
も
、
感
費
に
は
、
凡
夫
の
眼
は
磐
せ
ら
れ
て
知
見
す
る
こ
と
能
は
歩
。
天

七



一
一
八

然
の
意
識
を
超
え
て
心
眼
開
費
し
て
、
清
浮
無
垢
と
な
り
て
、
真
相
顕
は
る
。

然
ら
ば
如
来
の
深
秘
の
内
面
は
い
か
が
に
て
あ
ら
ん
。

宇
宙
の
真
相
た
る
大
日
輸
を
観
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
須
ら
く
自
己
の
心
窓
を
聞
く
べ
し
。
盤
窓
聞
け
る
所
に
、
永
恒
の
大

日
輸
が
光
を
種
。
て
、
共
富
鶴
た
る
玄
妙
た
る
世
界
を
見
せ
し
む
べ
し
。

賓
鎗
に
日
興
言
行
者
い
か
に
修
し
て
か
無
上
菩
提
を
誰
す
る
ぞ
。
営
知
、
法
宙
開
に
普
賢
大
菩
提
心
に
住
す
べ
し
。

切
衆
生
は
本
有
の
麗
煙
た
れ
ど
も
、
食
眠
痴
の
煩
憎
に
縛
せ
ら
るL
故
に
、
諸
伸
の
大
悲
善
巧
智
を
以
て
此
甚
深
の
秘

密
議
伽
を
説
い
て
、
修
行
者
を
し
て
内
心
の
中
に
日
月
輸
を
翻
ぜ
し
む
。
此
観
を
作
す
故
に
、
本
心
を
照
覧
す
る
に
、

湛
然
清
岬
げ
な
る
こ
と
猶
満
月
の
光
が
虚
昼
に
遍
し
て
分
別
す
る
所
無
き
が
如
し
。
亦
無
畳
了
と
名
づ
け
、
亦
崎
市
法
界
と

名
づ
く
、
亦
貨
相
般
若
波
羅
蜜
海
と
名
け
、
能
く
種
々
無
量
の
珍
費
三
摩
地
を
含
む
こ
と
猶
満
月
の
潔
自
分
明
た
る
が

n
H

〆
。

&MA

,t 何
と
な
ら
ば
一
切
有
情
は
悉
く
普
賢
の
心
を
合
め
り
。
我
自
心
を
見
る
に
形
月
輸
の
如
し
。
何
故
に
月
輸
を
以
て
喰

と
た
す
か
と
-
な
ら
ば
、
日
く
、
満
月
国
明
簡
は
即
ち
菩
提
心
と
相
類
せ
り
。
凡
そ
月
輸
に
一
十
六
分
あ
り
。
議
伽
の
中

の
金
剛
薩
鍾
よ
り
金
側
拳
に
至
る
ま
で
十
六
大
菩
薩
者
あ
る
に
轍
ふ
。



三
十
七
隼
の
中
に
於
て
五
方
の
悌
位
に
各
一
智
を
表
は
す
。
東
方
阿
閃
伸
、
大
国
鏡
智
を
成
や
る
に
由
て
亦
金
剛
智

と
名
づ
く
。
南
方
費
生
伸
、
平
等
性
智
を
成
や
る
に
由
。
て
亦
濯
頂
智
と
名
づ
く
。
西
方
の
阿
掘
陀
悌
、
妙
観
察
智
を

成
や
る
に
由
て
亦
蓮
華
智
と
名
け
又
輪
轄
法
輪
智
と
名
づ
く
。
北
方
不
窓
成
就
伸
、
成
所
作
智
を
成
や
る
に
由
て
亦
掲

磨
智
と
名
づ
く
。
中
央
の
見
虚
遮
那
悌
は
法
界
智
を
成
や
る
に
由
て
本
と
矯
す
。

己
上
の
四
伸
よ
り
四
波
羅
蜜
菩
薩
を
出
生
す
。
四
菩
躍
と
は
印
ち
金
賓
法
華
捻
り
。
一
一
一
世
一
切
の
聖
賢
生
成
養
育
の

母
た
り
。
是
に
於
て
印
成
せ
る
法
界
韓
性
の
中
よ
り
四
悌
を
流
出
す
。
四
方
如
来
に
各
四
菩
薩
を
揮
し
十
六
菩
薩
と
矯

す
。
三
十
七
隼
の
中
に
於
て
五
悌
四
波
羅
蜜
及
び
後
の
四
揖
八
供
養
を
除
い
て
、
但
十
六
大
菩
薩
の
四
方
の
伸
の
所
掃

の
み
を
取
る
。

貫

空豆r
p 

大
日
如
来
心
王
の
覚
鰭
塵
教
諸
聖
は
心
教
の
谷
属
。
五
智
所
成
の
依
正
二
報
は
本
有
金
剛
界
慢
性
智
。
自
在
大
一
一
一
摩

耶
妙
醐
僻
庭
師
智
、
大
は
大
量
陀
、
三
陸
耶
長
陀
。
畳
現
諸
法
本
初
不
生
卒
等
性
智
。

大
菩
提
心
大
関
鏡
智
。不
壊
金
剛
、
ハ
諸
骨
守

常
住
身
を
嘆
ず
U
光
明
心
(
心
の
集
強
を
嘆
ず
)
殿
(
は
所
住
)

一
一
九



一
一
一
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三
十
七
傘
、
九
合
憂
茶
、
十
三
大
舎
、
四
重
量
茶
、
重
々
帝
網
、
塵
刺
聖
衆
、
依
正
無
輩
、
自
在
園
浦

蜜
巌
華
蔵
、
塵
敢
諸
傘
、
森
羅
而
佳
、
一
切
衆
生
寓
徳
捗
用
歴
然
と
し
て
具
故
に
、
一
切
衆
生
皆
昆
慮
遮
那
注
り
、

一
切
諸
法
悉
是
畳
王
境
界
。

六
大
を
悌
憶
と
震
、
四
呈
を
相
と
す
、
三
蜜
を
用
と
す
。
六
大
の
前
五
大
は
理
、
第
六
は
智
。
之
を
金
胎
と
す
。
六

大
卸
大
日
如
来
。

一
切
諸
法
六
大
を
離
れ
や
。
六
大
法
性
、
性
周
循
諸
法
故
、
一
切
諸
法
と
し
て
大
日
に
非
る
こ
と
無

〈
、
大
日
法
界
に
周
偏
す
。

理
智
共
に
大
目
。
理
、
胎
蔵
、
四
重
聖
象
。
智
、
金
剛
界
、
三
十
七
骨
号
、
南
部
不
一
一
、
震
理
智
冥
合
。

森
然
諸
相
宛
爾
た
る
諸
法
、
皆
是
真
如
郎
大
日

表
徳
門
に
は
十
心
諸
法
、
平
等
に
し
て
是
大
日
の
表
徳
、
故
一
塵
も
不
棄
、
皆
是
虚
合
那
。

一
切
諸
法
、
是
大
日
真
如
、
印
我
身
、
悌
法
印
吾
韓
。

本

願

寺

派



本
願
寺
棋
に
は
伸
に
二
種
法
身
る
り
。
一
に
法
性
法
身
こ
に
方
便
方
身
と
た
り
。
阿
捕
陀
伸
、
法
性
法
身
と
し
て

は
、
自
性
本
然
に
し
て
、
周
舗
法
界
の
賓
韓
に
し
て
、
本
来
是
働
、
何
ぞ
修
詮
を
籍
ら
ん
。
是
ま
た
久
遠
質
成
の
如

来
、
十
方
三
世
諸
悌
の
本
伸
。

方
便
法
身
と
は
法
性
に
背
き
顕
側
し
無
始
巳
来
生
死
に
流
耐
押
し
自
ら
出
離
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
衆
生
の
鴬
に
、
法
爾

の
本
悌
が
方
便
法
身
を
護
現
し
、
開
明
の
光
を
興
へ
ん
が
矯
に
、
五
劫
思
惟
永
劫
、
法
臓
の
跡
を
垂
れ
、
六
八
の
弘
願

を
建
て
、
願
は
悉
く
衆
生
の
鴬
に
す
。
苦
難
偏
に
衆
生
を
し
て
心
門
を
聞
き
て
如
来
の
室
に
入
ら
し
め
ん
が
鴬
に
、
本

願
成
就
し
、
因
因
果
浦
、
十
劫
正
莞
を
無
碍
光
如
来
と
競
す
。
こ
れ
衆
生
の
震
に
法
性
法
身
よ
り
方
便
法
身
を
護
現
し

た
る
十
劫
始
成
、
本
悌
と
其
合
し
て
一
種
不
こ
な
り
。
暫
く
衆
生
堂
揖
取
の
震
に
慈
悲
の
手
を
垂
れ
て
方
便
法
身
を
現

し
た
る
も
、
正
莞
の
心
聞
き
て
見
れ
ば
本
伸
と
別
た
る
に
非
歩
、
之
を
童
十
方
無
碍
光
如
来
と
慌
し
た
て
ま
づ
る
。

真
偽
土
と
は
、
悌
と
は
即
ち
是
不
可
思
議
光
如
来
な
り
。
土
は
亦
是
無
量
光
明
土
注
り
。
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る

が
故
に
真
の
報
悌
土
と
日
ふ
。
願
と
は
光
明
と
害
命
と
の
願
た
り
。
如
来
の
光
明
は
傭
〈
法
界
を
照
し
て
飴
す
こ
と
な

く
、
寄
命
は
永
恒
に
し
て
究
霊
あ
る
こ
と
怠
く
し
て
、
常
恒
不
断
に
十
方
衆
生
を
揖
取
す
。
衆
生
の
方
よ
り
は
自
己
の

世
界
を
感
や
る
も
、
如
来
は
光
明
の
照
す
鹿
害
命
の
存
す
る
鹿
と
し
て
翼
悌
土
に
非
ぎ
る
鹿
た
し
。
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又
浬
襲
粧
に
言
く
、
叉
解
院
と
は
名
づ
け
て
虚
無
と
日
ふ
。
虚
無
は
印
ち
解
脱
た
り
。
解
脆
は
印
是
如
来
た
り
。
如

来
は
印
ち
H
疋
虚
無
怒
り
。
作
所
作
に
非
歩
、
乃
至
翼
解
股
と
は
不
生
不
滅
危
り
。
是
故
に
解
股
は
郎
是
如
来
、
不
生
不

減
、
不
老
不
死
、
不
破
不
壌
に
し
て
、
有
震
の
法
に
非A
Y。
是
義
を
以
て
の
故
に
名
づ
け
て
如
来
入
大
浬
襲
と
臼
ふ
。

叉
解
脱
と
は
無
上
々
と
名
づ
く
、
無
上
々
と
は
郎
異
解
脱
た
り
、
解
股
と
は
卸
是
如
来
た
り
。
若
し
無
上
菩
提
を
成
す

る
を
得
ば
無
愛
無
疑
、
無
愛
無
疑
印
虞
解
脆
怒
り
。

衆
生
の
機
に
劃
す
る
時
は
十
劫
正
覚
の
如
来
、
西
方
極
集
世
界
に
在
ま
し
て
、
我
等
を
徹
照
し
た
ま
ふ
。

如
来
の
方
よ
り
見
れ
ば
、
永
恒
自
存
の
翼
伸
如
来
、
郎
ち
童
十
方
無
碍
光
如
来
、
一
二
界
に
勝
過
せ
る
、
田
章
寛
し
て
虚

窓
の
如
く
、
庚
大
に
し
て
謹
際
な
き
底
に
在
ま
せ
り
。

衆
生
に
臆
じ
て
、
報
と
は
如
来
の
願
海
に
由
て
果
成
の
土
を
酬
報
せ
り
故
に
報
と
云
ふ
。
然
る
に
願
に
真
と
般
と
有

り
。
是
を
以
て
復
悌
土
に
翼
あ
り
鍛
-
あ
り
。
選
揮
本
願
の
正
因
に
由
て
真
伸
土
を
成
就
せ
り
。
翼
伸
と
は
大
経
無
謹
光

悌
無
碍
光
伸
と
言
へ
り
。
又
諸
伸
の
中
の
王
、
光
明
中
の
極
隼
な
り
と
。
真
土
と
は
大
経
に
無
量
光
明
土
と
言
へ
り
。

或
は
諸
智
土
と
云
へ
り
。



今
日
く
、
本
悌
は
法
爾
本
悌
、
報
身
と
は
衆
生
に
封
す
る
報
た
り
。
一
三
誓
願
衆
生
の
鴬
な
れ
ば
、
因
果
的
酬
報
感

の
如
く
怒
れ
ど
も
、
共
賞
、
空
間
に
、
衆
生
に
封
す
る
酬
報
、
常
恒
に
衆
生
の
信
念
に
報
酬
す
。
衆
生
信
や
る
時
は
揖

取
し
、
念
や
る
時
は
酬
い
て
霊
化
す
。

無

封

結
封
心
霊
友
る
如
来
の
身
心
土
。

如
来
本
絶
封
心
霊
に
在
ま
せ
ば
、
園
土
に
し
て
帥
身
、
身
印
心
。
三
に
し
て
一
。
三
に
し
て
一
二
。
差
別
郎
平
等
。
卒

等
卸
差
別
、
如
来
自
身
に
は
本
一
躍
な
れ
ば
、
若
し
心
性
友
り
と
翻
や
れ
ば
金
曜
精
一
脚
態
な
ら
ざ
る
鹿
な
し
。
ま
た
拳

韓
卸
如
来
の
清
浮
法
身
な
れ
ば
、
一
切
慮
と
し
て
摩
詞
見
虚
遮
那
の
霊
態
に
非
ざ
る
慮
な
し
。
寂
光
浮
土
は
絶
封
友
れ

ば
、
底
と
し
て
園
土
な
ら
ざ
る
は
た
し
。

問
、
若
し
如
来
身
土
結
封
に
し
て
底
と
し
て
霊
性
怒
ら
ざ
る
な
し
と
云
は
ば
現
に
吾
人
各
何
故
に
之
を
感
費
す
る
こ

と
を
得
ざ
る
や
。
答
て
、
如
来
は
本
来
永
恒
不
費
の
霊
態
に
在
ま
せ
ど
も
衆
生
は
無
明
の
需
に
臨
調
せ
ら
れ
て
自
ら
之
を

一
一一
一一一



一
二
四

知
見
す
る
こ
と
能
は
や
。
同
じ
く
宇
宙
な
れE
も
、
賓
穏
と
現
象
と
分
ち
て
吾
人
の
感
覚
す
る
底
は
現
象
界
に
し
て
如

来
は
賞
鰭
の
卸
ち
観
念
界
に
佳
す
。

賓
簡
は
結
封
無
限
に
し
て
規
定
を
離
れ
た
り
。
現
象
界
は
相
待
有
限
に
し
て
相
待
に
規
定
せ
ら
る
。
吾
人
が
感
覚
は

現
象
界
に
相
臆
し
、
賓
韓
は
観
念
に
相
臆
し
。
吾
人
の
感
覚
は
天
然
に
規
定
せ
ら
れ
有
限
に
し
て
器
械
的
に
感
費
す
る

の
み
。
故
に
絶
封
の
賓
慢
は
感
覚
す
る
に
由
友
し
。
器
械
的
感
畳
機
能
を
仮
ら
・
守
し
て
直
観
に
絶
封
的
観
念
に
佐
し
、

心
眼
開
護
す
る
時
は
、
憲
を
聞
き
て
大
虚
を
謄
る
が
如
く
、
無
限
の
霊
性
を
観
や
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
郎
ち
直
接
に
如

来
の
霊
光
に
感
慣
す
る
こ
と
を
得
る
は
感
魔
界
に
非
や
し
て
翻
念
界
に
あ
り
。
さ
れ
ば
と
て
感
覚
界
と
観
念
界
と
共
腫

別
・
な
る
に
非
や
。
如
来
の
霊
鰹
の
中
に
在
て
衆
生
自
ら
感
や
る
こ
と
能
は
ぎ
る
の
み
。

心
性
と
し
て
如
来
を
観
ぜ
ん
か
、
如
来
は
本
絶
封
真
心
郎
ち
一
大
心
霊
鰹
に
し
て
宇
宙
に
充
満
す
。

心
霊
は
一
切
に
超
絶
し
て
而
も
一
切
に
印
せ
ざ
る
な
し
。

心
性
、
四
伺
を
離
れ
、
百
非
を
絶
し
、
清
海
本
然
、
不
生
不
域
、
常
住
無
壊
、
循
定
問
、
編
時
間
、
無
壷
の
徳
を
具

し
て
永
恒
に
賓
存
す
。

如
来
一
大
心
霊
を
法
界
慢
性
智
と
日
仏
、
大
国
鏡
智
は
絶
封
観
念
態
に
し
て
、
宇
宙
慮
と
し
て
如
来
鏡
智
の
中
の
寝



象
た
ら
ざ
る
は
た
し
。
如
来
は
、
賓
館
の
内
面
よ
り
自
性
自
翻
的
に
観
や
れ
ば
、
絶
封
平
等
理
性
な
ら
ざ
る
な
く
、
衆

生
は
感
覚
の
差
別
の
鍛
相
を
見
る
。
如
来
の
自
性
よ
り
親
や
れ
ば
、
物
心
一
如
、
生
悌
一
鰹
の
性
を
翻
す
。
妙
翻
察
智

は
、
一
大
心
霊
の
如
来
に
は
無
蓋
の
徳
を
具
し
て
、
個
々
衆
生
の
心
水
澄
む
底
に
随
て
啓
示
す
。
如
来
の
智
高
物
を
浩

作
す
る
に
誤
る
こ
と
泣
く
、
種
々
無
蓋
の
遺
作
を
鹿
と
し
て
造
作
せ
ざ
る
な
し
。
吾
人
は
現
象
界
の
方
面
に
於
て
の
み

如
来
一
大
心
霊
の
寓
物
浩
化
の
妙
用
を
知
る
の
み
。
如
来
の
内
面
的
作
智
は
高
物
を
化
作
す
。

感
費
に
於
て
は
吾
人
は
無
明
を
隔
て
て
如
来
の
霊
憶
と
象
と
用
、
と
を
観
や
る
に
過
ぎ
や
。

如
来
は
鳴
呼
大
た
る
哉
。

心
髄
と
馬
象
と
意
志
的
の
妙
用
あ
る
に
つ
い
て
、
宇
宙
を
精
神
態
と
矯
し
て
観
じ
た
る
な
り
。

戎
に
身
躍
的
に
観
や
る
時
は
之
を
清
博
法
身
と
錯
す
。
宇
宙
会
睦
郎
ち
如
来
の
霊
鰭
た
り
。
清
津
法
身
は
印
ち
鰭
友

り
。
地
水
火
風
空
識
の
六
大
の
本
種
之
を
法
身
と
名
づ
く
。
共
量
無
限
に
し
て
無
蓋
の
徳
を
合
識
す
。
占
ハ
大
無
碍
の
霊

韓
之
を
昆
盛
遮
那
と
名
づ
く
。
所
謂
大
日
如
来
心
霊
の
畳
鰭
。
塵
数
諸
聖
は
心
教
の
替
属
。
依
正
二
報
本
有
の
理
慢
を

法
身
と
名
づ
け
、
昆
慮
遮
那
に
卸
ち
瞳
に
具
す
る
所
の
大
智
慧
即
ち
一
切
慧
態
を
報
身
と
名
づ
く
。
卸
ち
大
国
鏡
智
等

の
五
智
は
如
来
の
固
浦
報
身
の
徳
と
し
て
荘
厳
す
。
人
間
に
有
す
る
智
印
寝
象
の
本
髄
た
り
。
絶
釘
法
身
の
窮
象
印
ち

一
一
一
五
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智
慧
態
が
固
満
に
瀬
現
し
た
る
を
闘
浦
報
身
と
名
づ
く
。
ま
た
八
寓
の
相
好
光
明
等
と
服
す
こ
と
の
一
大
霊
相
の
顕
現

念
り
。

臆
身
と
は
絶
封
意
志
の
活
動
左
り
。
如
来
法
身
の
、一切
衆
生
に
封
し
て
、
解
脱
せ
し
め
ん
霊
化
の
震
の
鹿
化
に
外

友
ら
や
。
本
如
来
意
志
は
庭
と
し
て
在
ら
ざ
る
な
き
が
故
に
衆
生
の
念
や
る
所
に
障
で
臆
じ
て
化
を
な
す
。
一
二
昧
定
中

に
映
現
す
る
は
内
面
に
臆
現
し
て
、
之
が
動
機
と
な
り
て
善
の
行
動
を
震
す
は
、
是
全
く
側
鱒
に
心
霊
の
意
志
が
臆
現

し
た
る
に
外
た
ら
や
。
若
く
は
信
心
開
費
し
て
甑
や
る
時
は
、
宇
宙
寓
物
の
中
に
如
来
の
聖
意
顕
現
せ
ざ
る
底
な
し
。

有
情
非
情
、
草
木
園
土
、
悉
皆
成
悌
友
れ
ば
、
共
活
動
が
卸
ち
如
来
の
随
類
の
臆
用
に
外
注
ら
や
。
自
観
的
に
翻
ゃ
れ

ば
宇
宙
は
如
来
の
法
身
に
し
て
同
じ
く
報
醸
の
一
一
一
身
友
り
。
衆
生
は
煩
摘
に
障
ら
れ
て
自
ら
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
な

失
に
如
来
を
世
界
態
に
観
や
る
時
は
寂
光
土
ま
た
一
翼
法
界
と
名
づ
く
、
宇
宙
賓
鰹
如
来
の
園
土
に
あ
ら
ざ
る
友

し
。
清
浮
本
然
法
界
に
周
循
す
。
其
本
質
非
物
非
心
に
し
て
物
心
の
一
元
強
い
て
一
員
法
界
と
名
づ
け
叉
常
寂
光
土
と

名
づ
く
。
現
象
は
雑
多
の
感
覚
世
界
を
現
す
る
も
、
如
来
は
本
来
常
自
寂
静
に
し
て
光
明
昭
然
。
寂
と
は
世
界
の
賓
館

に
し
て
、
郎
ち
一
翼
法
界
樫
性
堅
凝
に
し
て
清
浮
本
然
偏
一
切
慮
、
底
と
し
て
如
来
の
土
注
ら
ざ
る
な
し
。
照
と
は
智



慧
態
に
し
て
、
報
身
の
一
切
慧
と
名
づ
く
べ
き
徳
に
し
て
、
浮
土
に
は
唯
如
如
の
理
此
の
智
と
怠
る
の
み
。
市
川
徹
霊
明

に
し
て
十
方
に
昭
然
。
土
と
は
、
一
切
の
所
依
に
し
て
又
物
と
し
て
之
よ
り
生
ぜ
ざ
る
た
き
が
如
く
、
如
来
の
意
志
絶

封
意
志
は
、
印
ち
高
物
の
休
止
す
る
庭
、
寓
物
の
護
現
す
る
慮
。
土
は
即
ち
轄
に
し
て
問
。
轄
と
は
高
物
の
依
止
す
る

慮
。
宇
宙
高
物
悉
く
一
大
一
翼
法
界
に
依
止
せ
ざ
る
も
の
な
く
、
ま
た
此
の
勢
力
に
よ
っ
て
勤
ぜ
ざ
る
も
の
な
し
。
之

を
土
と
名
づ
く
。
常
寂
光
土
は
是
如
来
の
土
た
り
。
土
卸
ち
如
来
に
し
て
、
如
来
卸
ち
土
た
り
。
人
己
に
心
開
護
す
れ

ば
、
理
想
の
中
に
常
寂
光
土
に
住
し
て
、
内
鑑
O
然
と
し
て
如
来
の
土
に
安
立
し
、
如
来
盤
土
の
中
に
動
き
、
報
命
総

る
時
は
寂
光
土
に
蹄
す
。

如
来
は
、
本
、
身
心
土
印
一
に
し
て
、
而
も
心
土
と
震
る
故
に
、
是
の
絶
封
怠
る
を
無
封
と
矯
す
。

真
偽
土
の
異
名
|
待
土
と
は
感
畳
的

一
切
に
超
絶
せ
る
如
来
の
異
境
は
不
可
思
議
に
し
て
相
待
的
規
定
の
思
慮
に
超
ゆ
。
然
る
に
彼
の
真
伸
土
は
感
畳
界

を
超
越
せ
る
諸
の
聖
者
の
慮
に
し
て
絶
封
霊
界
た
り
。
同
一
の
翼
悌
土
に
名
稿
甚
だ
多
し
。
感
畳
的
に
清
浮
闘
土
と
稽

七
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し
、
叉
美
天
固
と
云
弘
、
感
情
的
に
極
柴
又
業
固
と
日
ひ
、
智
力
的
に
無
量
光
明
土
叉
智
土
と
云
弘
、
理
知
的
に
常
疲

光
土
と
名
け
、
故
意
的
意
志
を
超
越
せ
る
が
故
に
無
鴬
自
然
界
又
無
鵠
浬
襲
界
と
云
仏
、
天
然
的
感
費
を
超
絶
し
て
無

明
に
秘
せ
ら
れ
た
る
凡
夫
の
見
聞
を
絶
す
る
が
故
に
蜜
巌
滞
土
と
名
づ
け
、
心
霊
具
徳
ハoo
u

し
て
、
重
々
無
蓋
の

具
徳
を
表
は
し
て
、
蓮
華
臓
世
界
と
名
づ
く
。

是
如
来
の
清
浮
歓
喜
智
慧
不
断
の
一
大
霊
光
が
四
心
四
能
に
劃
す
る
心
象
た
り
。
感
受
的
に
は
浮
土
と
名
づ
く
る
も

天
然
的
感
莞
に
非
宗
。
如
来
の
霊
界
は
感
莞
的
物
質
に
あ
ら
や
し
て
、
至
美
の
感
覚
的
心
象
に
し
て
、
三
昧
定
中
に
清

浮
園
土
を
翻
す
る
は
是
心
象
な
り
。
心
象
至
美
の
境
に
五
妙
境
界
相
あ
り
。
是
現
宇
宙
を
離
れ
て
遠
き
彼
岸
に
在
る
に

非
者y
、
客
観
に
博
識
あ
る
に
非
守
、
自
己
の
心
理
の
無
明
舞
れ
心
眼
開
穫
す
る
時
は
霊
界
、
庭
と
し
て
霊
界
た
ら
ざ
る

は
た
し
。
是
三
味
を
修
し
て
心
眼
開
穫
す
る
人
の
己
に
謹
明
す
る
慮
注hv。

聖
経
に
衆
生
は
苦
悩
充
満
す
る
世
界
と
見
る
中
に
如
来
は
掲
げ
土
に
し
て
常
恒
安
擦
に
し
て
至
美
荘
厳
の
浮
土
に
安
住

す
。
ま
た
、
浮
名
粧
に
も
悌
陀
は
常
に
七
賀
荘
厳
種
々
美
徳
顕
現
の
中
に
在
る
に
も
拘
ら
歩
合
利
弗
等
は
己
が
業
識
に

よ
づ
て
積
悪
充
満
の
世
界
を
見
る
と
云
へ
り
。
ま
た
合
利
弗
等
の
感
畳
す
る
積
悪
充
満
の
中
に
於
て
悌
陀
は
衆
賓
荘
厳

の
掲
げ
土
を
翻
す
、
印
ち
識
る
、
浮
識
は
心
象
怒
り
と
云
ふ
こ
と
を
。



観
経
に
、
悌
陀
は
自
ら
は
常
に
博
士
の
中
に
在
る
と
雄
、
凡
夫
は
心
眼
盲
い
て
之
を
見
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
き
を
知

り
給
へ
ば
、
掌
提
希
に
告
げ
給
ふ
に
、
汝
今
知
る
や
否
や
、
阿
捕
陀
悌
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
歩
。
汝
今
念
を
繋
け
て

彼
園
を
観
や
べ
し
。
イ
グ
イ
ケ
日
く
、
若
し
悌
滅
後
の
諸
の
衆
生
等
は
濁
悪
不
善
に
し
て
五
苦
に
逼
ら
る
、
云
何
が
し

て
、
営
に
阿
捕
陀
伸
極
楽
世
界
を
観
や
ベ
し
。
地
観
の
想
を
設
い
て
、
此
想
成
す
る
時
は
極
て
了
々
に
し
て
閉
目
開
目

に
極
柴
を
見
る
。
若
し
三
味
を
得
れ
ば
彼
園
地
を
見
る
こ
と
了
竺
分
明
に
し
て
具
さ
に
説
く
べ
か
ら
や
。

又
観
鰹
に
如
来
是
法
界
身
、
一
切
衆
生
心
想
中
に
入
る
。
心
に
伸
を
想
ふ
時
、
是
心
郎
是
三
十
二
相
一
、
八
十
随
形
好

た
り
。
又
異
身
観
に
如
来
は
相
好
光
明
及
び
化
悌
具
さ
に
説
く
べ
か
ら
や
。
心
眼
を
し
て
見
せ
し
む
べ
し
と
。

部
ち
知
る
浮
土
は
心
眼
の
所
観
た
り
、
心
眼
聞
く
時
は
庭
と
し
て
滞
土
な
ら
ざ
る
た
き
を
詮
せ
ん
。

得
土
の
荘
厳
は
、
大
経
に
、
共
悌
閤
土
は
自
然
の
七
費
を
合
成
し
て
地
と
す
。
快
廓
瞭
蕩
と
し
て
限
極
す
べ
か
ら

ゃ
。
悉
く
相
雑
闘
し
持
た
相
入
間
せ
り
。
光
赫
蝿
耀
と
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
浮
荘
巌
十
方
一
切
世
界
に
超
踊
せ

り
。
衆
賓
中
の
精
友
り
。
彼
園
に
は
七
賓
の
樹
あ
り
て
金
の
網
が
か
L

り
、
瑠
璃
の
枝
に
は
玉
の
花
金
の
果
・
あ
り
、
互

に
相
映
飾
し
て
云
ふ
べ
か
ら
歩
。
七
賓
の
池
に
臨
め
ば
八
功
の
水
澄
て
金
沙
の
光
徹
し
て
水
な
き
が
如
し
。
水
の
中
に

化
天
童
子
滋
び
遊
ぶ
濯
の
棲
閣
、
七
賓
の
光
色
焼
耀
せ
り
。
金
地
に
車
円
赤
の
華
を
散
し
、
空
中
常
に
天
績
を
聞
く
、

一
二
九
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等
、
一
切
の
寓
物
巌
滞
光
麗
に
形
と
色
殊
に
勝
れ
て
妙
を
極
め
美
を
蓋
し
て
能
く
稿
量
す
る
こ
と
た
し
。
た
と
ひ
天
眼

を
得
と
も
見
極
む
こ
と
能
は
歩
。
ま
た
共
麗
し
さ
浮
か
に
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
す
べ
て
の
物
の
映
現
す
る
こ
と
は
、

た
と
へ
ば
明
鏡
に
其
面
か
げ
を
寝
し
見
る
が
如
し
と
。
ま
た
地
よ
り
上
虚
空
に
至
る
ま
で
の
金
殿
玉
健
、
賓
O
賓
閤
よ

り
す
べ
て
の
寓
物
に
於
て
皆
無
量
の
雑
費
百
千
種
の
香
を
以
て
共
に
合
成
し
、
そ
の
麗
し
さ
美
妙
に
て
し
此
の
感
覚
界

の
物
の
比
に
あ
ら
歩
。
龍
郁
た
る
妙
た
る
香
に
て
普
く
世
界
に
薫
や
る
等
。

斯
の
如
き
の
至
美
の
妙
境
は
如
来
一
大
心
霊
の
感
覚
心
象
に
し
て
粗
劣
た
る
物
的
現
象
に
非
十
。

描
相
益
縄
師
日
く
寂
光
若
し
勝
妙
の
五
塵
無
く
ん
ば
何
ぞ
夫
れ
偏
異
に
異
な
ら
ん
。
バ
ウ
ル
ゼ
ン
日
く
美
天
閣
の
至
美

の
荘
厳
は
是
霊
界
の
心
象
た
り
現
経
験
界
の
寓
物
に
於
て
も
悉
く
吾
人
感
莞
の
現
象
な
り
。
此
は
食
瀧
な
る
感
覚
の
現

象
に
し
て
彼
は
霊
化
の
感
畳
現
象
な
り
。
清
浮
園
土
と
は
霊
界
の
感
畳
的
心
象
な
る
こ
と
を
明
す
。

極
楽
と
は
感
情
的

清
博
土
と
ま
た
極
柴
と
は
同
館
の
別
名
に
し
て
彼
は
感
覚
的
に
名
づ
け
、
此
は
感
情
に
よ
り
て
名
づ
け
た
る
に
外
注



ら
や
。
彼
霊
界
は
生
理
規
定
を
肱
し
た
る
真
理
現
象
に
し
て
す
べ
て
の
相
待
的
ま
た
天
然
の
生
理
規
定
の
身
心
の
苦
憂

あ
る
こ
と
な
し
。
更
に
一
大
心
霊
印
ち
如
来
霊
界
は
本
無
鴬
自
然
の
界
に
し
て
自
然
の
妙
薬
あ
り
。
常
佳
不
費
、
自
然

の
璽
幅
自
在
無
碍
の
故
に
。

感
情
友
る
も
の
は
自
己
の
情
に
趨
す
れ
ば
歎
び
安
け
れ
ば
楽
し
、
然
る
に
霊
界
は
真
理
に
随
順
し
法
性
に
稿
ふ
が
故

に
安
楽
-
な
り
。

艇
に
共
土
の
相
を
設
で
共
衆
奇
妙
に
し
て
道
場
超
絶
し
園
泥
湿
の
如
く
し
て
等
双
な
か
ら
む
。
十
方
よ
り
来
生
せ
ん

も
の
心
悦
清
揮
に
し
て
己
に
我
園
に
到
ら
ば
快
柴
安
穏
た
ら
し
め
ん
。
ま
た
圏
中
の
人
天
受
く
る
所
の
快
柴
漏
輩
比
丘

の
如
く
た
り
。
共
働
の
世
界
を
名
づ
け
て
安
柴
と
云
ふ
。

霊
界
は
常
柴
我
浮
の
四
徳
を
以
て
荘
厳
す
。
彼
に
は
天
然
相
待
生
理
規
定
の
幸
一
耐
主
義
肉
慾
の
鴬
の
飢
餓
の
苦
な

く
、
彼
は
真
理
に
稿
ふ
が
故
に
常
住
に
し
て
轄
費
た
く
、
天
然
規
定
に
縛
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
、
心
霊
常
恒
不
時
現
な
り
。

故
に
心
に
鑓
易
な
く
老
死
無
常
の
需
に
悩
ま
さ
れ
や
。
常
恒
不
獲
の
心
霊
一
大
心
霊
と
合
す
る
が
故
に
、
心
霊
物
と
相

鹿
じ
心
物
に
逆
ふ
こ
と
な
き
が
故
不
餐
な
り
、
常
住
友
り
、
純
粋
左
り
。
心
霊
に
は
如
何
た
る
物
も
其
心
を
動
か
す
能

は
歩
、
故
に
心
霊
は
安
穏
た
り
常
恒
不
費
た
り
。
世
間
無
常
の
さ
ま
、
朝
に
比
翼
の
ち
ぎ
り
タ
に
別
離
の
悲
し
み
あ
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り
、
今
日
の
柴
明
日
の
苦
悶
と
た
る
あ
り
、
歌
集
究
ま
う
て
愁
傷
多
し
。
心
を
霊
界
に
遊
ぶ
時
は
、
彼
は
無
鴬
の
都
の

春
永
く
、
畢
克
也
遁
し
て
、
有
無
を
離
れ
、
大
悲
心
に
薫
じ
て
法
界
に
遊
び
分
身
利
物
等
し
く
殊
な
る
こ
と
な
し
。

経
に
霊
界
獣
喜
の
心
象
を
説
い
て
、
彼
に
責
金
の
池
あ
り
、
金
の
砂
徹
照
し
、
池
の
上
に
種
々
の
樹
あ
り
、
花
葉
垂

れ
布
き
て
香
気
普
く
薫
十
、
雑
色
の
光
り
麗
し
ろ
し
て
水
上
に
調
覆
せ
り
。
諸
の
菩
躍
等
が
賓
の
地
に
入
り
て
意
に
水

を
し
て
足
を
持
め
し
め
ん
と
欲
せ
ば
足
を
浮
め
、
身
を
濯
が
し
め
ん
と
欲
せ
ば
身
に
そ
そ
ぐ
。
調
和
冷
爆
に
し
て
自
然

に
意
に
随
て
紳
を
開
き
轄
を
悦
ば
し
め
心
垢
を
蕩
除
す
。
清
明
激
潔
に
し
て
浮
き
こ
と
形
な
き
が
如
し
。
賓
沙
映
徹
し

て
深
と
し
て
照
ら
さ
・
?
と
云
ふ
こ
と
怒
し
。
微
の
た
み
廻
り
流
れ
て
轄
た
相
ひ
濯
注
す
。
安
詳
と
し
て
徐
く
逝
い
て
遅

か
ら
や
、
波
は
無
量
自
然
の
妙
聾
を
揚
ぐ
。
其
の
所
臆
に
随
ひ
て
聞
か
ざ
る
も
の
友
し
。
或
は
悌
の
聾
を
聞
き
或
は
法

の
聾
乃
至
諸
の
妙
怠
る
法
の
聾
を
護
し
、
共
の
所
聞
に
稿
て
歓
喜
無
量
な
り
。
清
博
に
し
て
ま
た
幸
踊
慾
を
離
れ
虞
理

に
随
順
刊
日
、
す
べ
て
の
苦
難
の
名
だ
に
あ
る
注
し
、
自
然
快
楽
の
音
の
み
。
故
に
安
楽
と
名
づ
く
。

又
彼
の
聖
者
等
は
、
真
理
に
稽
ふ
清
ら
け
き
身
、
も
ろ
も
ろ
の
音
聾
紳
通
す
ペ
て
の
功
徳
を
具
足
し
、
居
る
鹿
の
宮

殿
、
衣
服
飲
食
等
の
荘
厳
の
具
自
然
に
し
て
、
若
し
食
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
七
貨
の
壷
器
自
然
に
前
に
あ
り
、
金
銀
賓
石
等

の
盗
器
が
意
に
随
て
至
り
、
百
味
の
飲
食
自
然
に
盈
浦
す
。
是
の
如
き
の
食
は
色
を
見
香
を
喫
ぎ
意
に
食
せ
り
と
思
へ



ば
自
ら
飽
く
に
至
る
。
買
に
身
は
心
と
共
に
霊
に
し
て
味
に
着
せ
や
、
事
己
れ
ば
化
し
て
去
り
、
時
至
ら
ば
亦
現
歩
。

彼
は
清
浮
に
ま
た
安
穏
に
し
て
微
妙
な
る
快
楽
に
霊
一
臓
に
充
た
さ
れ
た
り
。
霊
界
は
無
鴬
泥
湿
な
れ
ば
な
り
。
彼
の
諸

の
聖
者
等
は
、
智
慧
高
明
に
紳
通
洞
か
に
建
し
、
成
同
じ
く
一
類
に
し
て
形
異
献
な
く
、
唯
経
験
世
界
に
準
じ
て
天
ま

r

た
人
と
名
づ
く
べ
く
、
共
賓
は
相
好
色
身
霊
態
に
し
て
世
に
超
て
希
有
友
り
。
容
色
微
妙
に
し
て
、
天
に
あ
ら
や
人
に

非
十
、
自
然
虚
無
の
身
(
霊
紳
)
無
極
の
韓
左
り
と

長
に
散
り
し
く
花
を
ひ
ろ
い
て
遥
か
に
他
方
十
寓
億
の
悌
に
た
む
け
、
還
た
無
量
百
千
三
味
を
う
る
替
ば
か
り
、
又

紳
遇
に
乗
じ
て
虚
空
舎
に
登
れ
ば
、
賓
殿
身
に
し
た
が
ひ
て
空
中
に
飛
ぶ
。
雲
路
の
俳
佃
、
風
情
き
は
ま
り
が
た
し
。

花
雲
た
な
び
き
で
か
け
は
し
と
な
れ
ば
聖
衆
袖
を
列
ら
ね
て
わ
た
り
、
香
風
吹
き
て
柴
を
な
せ
ば
飛
天
扶
を
翻
し
て
舞

ふ
。
面
々
に
通
を
飛
し
て
遊
戯
快
柴
す
る
あ
り
さ
ま
、
と
り
ど
り
に
。
妙
た
り
。

相
待
的
生
誠
費
易
を
超
え
て
霊
界
に
入
る
時
は
、
常
住
不
費
に
し
て
、
世
間
物
に
霊
臆
し
て
心
霊
に
は
逆
ふ
も
の
あ
る

占
泣
き
が
故
に
、
自
然
に
歓
喜
あ
り
。
法
身
自
受
用
の
法
端
末
は
宇
宙
に
充
ち
て
唯
霊
幅
の
み
。
故
に
浮
聞
は
唯
霊
幅
と
光

柴
の
み
。
無
碍
解
股
に
し
て
、
心
霊
異
我
に
し
て
、
法
界
と
し
て1
自
己
注
ら
ざ
る
は
た
し
。
法
界
の
重
々
-
無
蓋
の
露

隔
に
、
常
樹
木
我
浮
四
徳
園
浦
、
宇
宙
は
此
の
四
徳
を
以
て
充
満
せ
り
。

一
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斯
の
妙
味
を
感
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
自
己
を
捨
て
主
我
幸
幅
主
義
を
避
け
て
心
霊
を
聞
き
て
如
来
の
一
大
心
霊
界
に
遊
ぶ

ペ
し
。
‘
こ
こ
に
遊
ば
ん
と
欲
せ
ば
悌
陀
の
三
味
に
入
り
て
己
を
捨
て
如
来
を
念
や
ベ
し
。
凝
紳
一
に
し
て
寛
に
霊
界
に

入
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
如
来
に
投
合
し
た
る
心
に
は
常
に
霊
幅
に
し
て
歓
喜
と
安
穏
と
光
柴
の
み
。
自
己
を
す
て
て
質

我
に
入
る
が
故
に
、
天
然
規
定
を
脆
し
て
心
霊
は
無
碍
自
在
た
り
。
心
は
清
く
深
く
玲
璃
照
自
に
し
て
云
ふ
可
か
ら

十
。
こ
は
心
の
窓
を
開
き
て
絶
封
一
の
心
霊
の
霊
嗣
郎
ち
常
柴
我
常
の
鍵
性
が
自
己
の
窓
よ
り
窺
は
れ
た
る
に
過
ぎ
歩
。

一
大
心
霊
の
即
ち
如
来
の
霊
性
歌
菩
態
が
個
人
の
心
象
に
現
や
る
時
は
歓
喜
光
の
感
情
的
心
象
の
下
に
説
明
す
る
が
如

し
。
歓
喜
的
心
象
全
開
と
す
る
時
は
郎
ち
極
集
世
界
と
名
づ
く
。

理
智
に
約
し
て
常
寂
光
土
ま
た
智
土
と
名
づ
く

先
に
霊
界
を
感
情
に
約
し
て
安
楽
世
界
と
名
づ
け
て
霊
性
を
説
明
せ
り
。
同
じ
く
霊
界
を
理
性
と
智
と
に
表
明
せ
ば

寂
光
土
と
名
づ
く
。

常
寂
と
は
、
如
来
一
大
霊
界
は
絶
封
無
限
に
し
て
、
本
自
常
寂
に
し
て
不
生
不
誠
、
永
恒
自
存
の
心
霊
態
に
し
て
、



虚
徹
霊
明
、
共
鰹
性
は
純
粋
至
精
の
理
性
に
し
て
、
買
は
時
聞
を
超
え
、
本
自
常
然
、
是
寓
物
の
本
轄
に
し
て
又
宇
宙

の
賓
館
た
り
。
甚
深
の
理
こ
こ
に
至
。
て
輩
き
、
高
物
の
源
こ
こ
に
至
う
て
究
ま
る
。
絶
封
理
性
及
一
切
智
慧
の
み
あ

。
て
昭
然
た
り
。
之
を
寂
光
土
と
名
づ
く
。

金
宇
宙
は
、
白
樫
よ
り
翻
や
れ
ば
絶
釘
霊
性
。
如
来
は
常
に
寂
光
土
に
在
ま
す
。
心
霊
開
費
し
て
〈
観
れ
ば
)
、
字

宙
金
憶
と
し
て
真
理
の
霊
性
大
智
慧
の
光
明
あ
る
の
み
。
個
人
の
霊
性
と
智
慧
と
は
此
の
分
身
の
み
。
絶
封
理
智
、
三

際
営
念
に
、
十
方
闘
融
、
非
昼
、
非
有
、
非
自
、
非
位
、
無
去
、
無
来
、
不
生
、
不
被
。

吾
人
心
霊
に
、
一
切
の
感
畳
及
び
感
情
を
抽
捨
し
、
純
粋
霊
性
に
智
性
の
み
を
以
て
、
信
の
一
切
の
心
象
を
去
る
時

は
、
本
自
寂
光
と
た
り
、
昼
間
に
循
し
時
間
に
循
し
、
窟
徹
霊
明
、
不
生
不
披
、
唯
霊
性
あ
る
の
み
。
こ
れ
常
寂
光
土

を
窓
よ
り
窺
ひ
た
る
怠
り
。
如
是
に
し
て
絶
封
な
る
は
是
理
智
の
霊
界
た
り
。

如
来
の
霊
界
を
無
量
光
明
土
と
名
づ
く
、
ま
た
諸
智
土
と
日
仏
、
又
無
漣
光
。
諸
悌
の
中
の
王
也
、
光
明
中
の
極
隼

な
り
。
童
十
方
無
碍
光
等
は
是
如
来
悌
土
を
智
慧
態
に
表
明
し
た
る
も
の
な
り
。

一
三
五
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意
志
的
に
湿
築
界
と
日
ふ

霊
界
は
一
大
心
霊
に
し
て
、
又
一
切
寓
物
の
霊
性
の
源
に
し
て
、
又
蹄
趣
す
る
所
。
霊
界
を
、
意
志
的
に
、
無
矯
浬

繋
界
と
名
づ
く
る
所
以
は
、
天
然
的
生
理
規
定
の
一
切
の
意
志
は
各
々
自
己
の
目
的
に
随
て
活
動
す
。
夫
れ
自
己
の
目

的
は
虞
理
に
非
守
、
顛
倒
的
生
理
に
順
歩
る
が
故
に
。
自
己
の
目
的
を
捨
て
一
大
目
的
即
ち
如
来
の
霊
性
に
協
ふ
時

は
、
格
局
目
的
に
一
大
心
性
に
蹄
趣
す
る
こ
と
を
得
。
之
偶
人
を
捨
て
絶
封
の
霊
性
印
ち
如
来
に
師
入
せ
し
時
卸
ち
浬

襲
に
入
る
。
浬
繋
は
一
大
心
重
な
れ
ば
、
本
来
不
生
不
滅
、
天
然
意
志
の
轄
饗
定
ま
り
な
き
に
同
じ
か
ら
歩
。
霊
性
と

致
一
し
霊
化
す
る
時
は
、
無
始
不
生
不
蹴
の
霊
と
致
一
す
。
霊
界
は
作
意
識
意
思
を
超
え
て
自
然
無
矯
左
り
。
而
し
て

之
を
消
極
的
に
は
、
結
封
霊
性
は
不
生
不
滅
非
昼
間
非
時
間
一
切
の
動
作
を
超
越
し
て
無
鴬
浬
築
界
、
言
語
同
断
、
心

行
底
減
、
名
づ
く
べ
か
ら
や
強
て
名
づ
け
て
無
鴬
浬
繋
界
と
名
づ
く
。

霊
性
は
一
切
を
し
て
休
息
を
典
へ
ん
が
矯
め
に
、一
方
に
は
、
寂
静
浬
襲
、
無
鴬
の
都
土
を
賓
瞳
の
中
に
構
へ
た
り

し
も
、

一
方
に
は
、
永
恒
不
断
に
絶
封
心
霊
が
一
切
の
世
界
寓
物
に
活
動
の
カ
を
興
へ
て
生
活
せ
し
め
、
又
一
切
を
し



て
終
局
目
的
に
揮
取
す
る
底
の
勢
力
ま
た
此
の
霊
能
の
力
に
外
怒
ら
歩
。
故
に
浬
繋
を
無
住
浬
襲
と
名
づ
く
。
浬
襲
。

慢
は
個
人
に
非
や
結
封
た
り
。
結
封
霊
性
が
一
切
の
個
人
を
頴
現
し
て
活
動
を
た
す
、
そ
の
霊
性
は
宇
宙
に
周
遍
す
。

如
来
の
霊
性
浬
襲
は
、
内
面
に
は
、
寂
静
無
鴬
の

。

。

を
以
て
充
し
め
、

一
方
に
は
任
蓮
無
鴬
に
活
動
す
。
十

方
一
切
聖
賢
等
の
霊
的
活
動
は
其
本
一
大
霊
能
の
力
の
個
人
に
現
れ
た
る
に
外
た
ら
や
。

彼
は
天
鼓
の
鳴
ら
さ
や
し
て
自
ら
鼓
す
る
が
如
く
無
鴬
任
蓮
に
動
く
な
り
。
天
然
の
現
象
に
は
天
然
界
一
切
の
蓮
動

天
蝿
無
教
の
星
辰
よ
り
地
球
寓
物
の
活
動
は

。

。

如
来
一
大
霊
能
を
離
れ
た
る
も
の
に
非
ざ
る
も
、
い
ま
は
一
切

を
終
局
目
的
に
導
く
も
の
の
方
を
い
ふ
。

如
来
無
住
浬
襲
と
は
是
た
り
。
極
柴
印
ち
一
大
霊
界
は
箪
に
消
極
の
蹄
趣
な
る
無
震
の
柴
都
た
る
の
み
に
あ
ら
や
、

一
切
の
心
霊
的
活
動
も
悉
く
如
来
の
一
大
霊
能
の
カ
に
よ
る
故
に
、
拐
伽
に
十
方
一
切
の
法
報
臆
身
及
饗
化
身
等
は
無

量
書
極
集
園
よ
り
生
・
?
と
。
極
楽
一
大
震
性
は
一
切
の
腸
趣
の
理
性
に
し
て
ま
た
一
切
活
動
の
原
動
注
り
。
さ
れ
ば
己

に
如
来
に
揖
せ
ら
る
る
上
は
、
精
神
生
活
に
於
て
、
内
面
に
は
常
に
如
来
の
無
鴬
浬
繋
の
霊
界
に
遁
遁
し
、

一
方
に
は

如
来
の
聖
意
を
現
ぜ
ん
が
鴬
に
活
動
せ
ざ
る
可
か
ら
歩
。
こ
れ
無
住
浬
繋
の
形
式
な
り
。

七
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紳
秘
的
に
蜜
巌
世
界
と
名
づ
く

一
大
重
旧
作
、
本
来
宇
宙
は
、
是
昆
虚
遮
那
如
来
蓮
華
蔵
世
界
に
住
す
る
の
み
。
然
る
を
衆
生
無
始
己
来
無
明
に
秘
せ

ら
れ
て
自
ら
之
を
識
る
事
能
は
歩
。
心
眼
開
裂
す
る
時
は
宇
宙
と
し
て
如
来
身
怒
ら
ぎ
る
は
な
し
。
全
轄
を
以
て
昆
慮

遮
那
及
び
蜜
巌
持
土
た
る
の
み
に
非
歩
、
一
切
O
個
々
は
悉
く
一
大
霊
性
の
顕
現
な
れ
ば
、
事
賓
よ
り
云
は
ば
、
人
々

悉
く
大
日
の
全
身
、
底
と
し
て
蜜
巌
滞
土
た
ら
ざ
る
は
注
し
。
個
々
物
々
、
各
自
の
識
不
識
に
拘
ら
歩
、
本
自
法
然
に

大
日
如
来
五
智
の
四
悌
及
び
十
六
菩
薩
三
十
七
隼
一
千
七
百
乃
至
微
塵
の
替
属
を
揖
し
て
安
住
す
。
故
に
十
方
無
壷
の

如
来
を
翻
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
自
己
の
心
蓮
を
開
き
て
一
切
の
如
来
の
己
に
安
置
せ
る
を
期
十
ベ
し
。
蜜
巌
世
界
を
観
ぜ

ん
と
欲
せ
ば
自
己
の
無
明
の
臨
調
を
除
く
べ
し
。
蜜
巌
浮
土
法
爾
と
し
て
顕
然
、
内
面
は
己
に
翼
言
の
下
に
於
て
明
し

ぬ
何
故
に
極
楽
印
ち
霊
界
を
蜜
巌
世
界
と
披
す
る
や
。
先
日
て
、
衆
生
本
非
活
土
に
居
・
な
が
ら
之
を
知
見
す
る
こ
と
能
は

ざ
る
に
諸
伸
は
常
に
蜜
厳
世
界
に
居
す
。
同
じ
中
に
在
て
衆
生
は
猶
自
ら
積
悪
の
食
劣
の
世
界
を
知
る
。



金
剛
頂
経
に
、
金
剛
界
温
照
如
来
、
五
智
所
成
四
種
法
身
を
も
て
、
本
有
金
剛
界
金
剛
心
殿
の
中
に
於
て
、
自
性
所

成
の
谷
島
乃
至
微
細
法
身
秘
密
心
地
の
十
地
を
超
過
せ
る
身
語
心
の
金
剛
等
と
輿
な
り
き
と
。
諸
の
菩
薩
能
く
見
る
こ

と
注
く
但
に
莞
知
せ
や
。

今
回
く
、
吾
人
の
心
霊
も
と
絶
封
心
霊
、
卸
ち
本
同
一
の
霊
性
、
如
来
の
個
韓
顕
現
た
れ
ば
自
己
の
心
霊
開
費
す
る

時
は
、
観
念
界
無
限
に
し
て
其
糟
法
界
韓
性
印
ち
宇
宙
と
一
韓
怒
り
。
己
心
の
伏
蔵
聞
く
時
は
、
四
智
及
一
一
一
種
法
身
乃

至
微
塵
の
悌
利
も
、
自
観
に
寝
象
す
る
と
、
一
切
悌
利
悉
く
心
窓
の
聞
く
時
に
顕
現
す
。
自
己
心
霊
卸
ち
一
大
心
霊
の

個
韓
な
れ
ば
、
自
己
に
一
切
を
揖
す
る
如
く
、
一
切
の
個
々
法
爾
と
し
て
英
徳
を
具
す
。
衆
生
無
明
に
臨
調
ぜ
ら
れ
自
ら

知
ら
や
故
に
蜜
巌
世
界
と
日
ふ
。

法
華
に
は
、
我
三
界
の
如
く
に
三
界
を
見
守
と
、
観
経
に
は
、
伸
の
日
く
掌
提
希
よ
汝
は
是
凡
夫
心
想
庫
劣
に
し
て

如
来
の
境
界
を
見
る
こ
と
能
は
や
。
然
れ
ど
も
阿
繭
陀
悌
此
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
や
と
。
但
し
自
己
の
心
眼
の
一
騒
を

隔
づ
る
の
み
。
心
眼
の
膜
を
除
く
時
は
宇
宙
本
是
極
柴
世
界
な
る
を
観
ぜ
ん
。
天
然
の
感
莞
に
封
し
て
蜜
巌
世
界
と
名

づ
く
。

九
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睦
言
喰
的
に
蓮
華
戴
世
界
と
名
づ
く

宇
宙
霊
相
は
霊
界
を
書
喰
的
に
蓮
華
臓
世
界
と
名
づ
く
。
蓮
華
識
世
界
と
云
ふ
も
外
な
ら
や
宇
宙
の
賓
韓
印
蓮
華
識

界
友
り
。
天
然
の
人
は
無
明
に
臨
調
せ
ら
れ
て
之
を
知
ら
や
。
宇
宙
の
寓
有
は
一
大
心
霊
の
分
身
の
個
々
た
れ
ば
、
同
一

理
性
の
差
別
的
頴
現
な
れ
ば
、
一
切
の
個
々
は
相
互
に
関
聯
し
て
、
孤
立
友
る
も
の
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一
を
拳
ぐ
れ
ば

切
を
揖
す
。
一
個
の
塵
に
一
切
世
界
の
塵
々
を
牧
む
。
一
人
に
一
切
を
容
る
。
人
の
脳
裏
に
十
方
無
量
の
世
界
を
容
る

る
も
相
碍
げ
や
。
一
塵
に
然
か
る
如
く
一
切
の
裏
々
亦
然
り
。
重
々
無
量
に
し
て
法
爾
と
し
て
理
爾
る
注
り
。

故
に
達
人
は
一
塵
の
中
に
於
て
無
量
の
世
界
を
翻
る
。
宇
宙
全
館
蓮
華
識
世
界
に
し
て
、
十
悌
の
自
境
界
・
な
れ
ば
、

一
切
の
塵
々
も
亦
蓮
華
擁
世
界
に
し
て
十
悌
果
海
中
に
在
て
法
輸
を
轄
歩
。
甚
探
不
可
思
議
。
宇
宙
無
限
の
故
に
一
豊

も
無
限
な
り
。
法
界
に
無
重
の
徳
を
有
す
る
故
に
一
盛
ま
た
無
蓋
の
徳
を
具
す
。
法
界
の
有
ら
ゆ
る
物
を
し
て
一
塵
に

容
れ
ざ
る
注
し
。
一
車
を
捨
づ
る
時
は
法
界
の
事
境
界
あ
る
こ
と
放
し
。一
麗
如
来
の
霊
界
な
れ
ば
一
切
の
塵
々
悉
く

蓮
華
識
世
界
な
ら
ざ
る
な
し
。
塵
中
に
が
、
て
異
伸
土
を
観
守
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
に
は
、
宇
宙
を
蓋
す
と
も
異
悌
土



を
護
見
す
る
こ
と
能
は
や
。
前
に
己
に
華
巌
家
の
中
に
於
て
略
し
て
読
き
ぬ
。

如
来
虞
悌
土
甚
深
々
々
一
微
妙
、
凡
夫
の
管
見
を
以
て
測
る
べ
か
ら
歩
。
古
徳
或
は
立
宗
判
教
の
上
に
於
て
四
土
を
立

て
、
安
養
は
同
居
土
と
し
、
ま
た
疲
光
と
極
柴
と
は
階
級
的
に
分
。
あ
り
。
そ
は
感
覚
感
情
を
お
と
し
て
理
性
と
智
と

を
隼
む
が
鴬
た
り
。
ま
た
古
徳
各
立
宗
判
載
の
便
宜
の
設
に
し
て
事
賓
然
る
と
い
ふ
に
非
歩
。

古
徳
凡
聖
同
居
土
等
の
四
土
を
立
て
安
養
と
寂
光
と
は
階
級
的
に
格
別
友
る
や
ろ
に
読
き
判
じ
た
る
は
随
宜
の
方
便

の
み
。
其
賞
同
じ
く
如
来
の
霊
界
、
宇
宙
の
真
相
に
し
て
、
心
霊
開
護
し
た
る
人
の
蹄
す
る
所
友
り
、
叉
安
住
す
る
所

た
り
。
感
質
的
に
持
土
ま
た
美
天
園
と
稿
し
、
感
情
的
に
極
柴
ま
た
安
養
と
呼
び
、
ま
た
容
智
世
界
最
高
徳
と
最
重
幅

と
一
致
す
る
所
、
ま
た
寂
光
土
と
云
仏
、
蜜
巌
世
界
と
云
ひ
叉
蓮
華
識
世
界
と
云
ふ
。

霊
界
は
心
象
に
し
て
、
至
美
玲
璃
、
昭
曜
と
し
て
十
方
を
照
し
、
微
妙
至
妙
至
美
の
感
先
的
心
象
た
り
。
之
を
押
印
土

と
名
づ
く
。

霊
界
は
真
に
稿
ひ
事
も
遺
情
す
る
こ
と
友
く
、
自
然
の
霊
幅
常
佐
不
費
、
無
碍
自
在
、
清
浮
の
故
に
、
唯
霊
幅
と
光

柴
と
あ
る
の
み
。
感
情
的
に
之
を
極
柴
界
と
名
づ
く
。

至
翼
真
理
の
霊
界
、
常
自
寂
静
に
し
て
、
虚
徹
霊
明
、
至
理
に
翼
智
の
光
明
あ
る
の
み4な
れ
ば
、
寂
光
土
と
稿
す
。

四
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叉
容
智
世
界
と
名
づ
く
。
是
智
力
的
に
名
づ
く
。

彼
は
一
切
の
行
動
の
絡
局
の
蹄
趣
す
る
所
至
善
の
究
克
す
る
慮
、
善
の
行
震
は
こ
こ
に
至
て
国
浦
に
達
し
一
切
の
普

の
行
震
は
是
よ
り
護
動
す
る
が
故
に
、
無
鴬
浬
襲
界
と
名
づ
く
。
無
住
浬
繋
た
り
、
是
れ
意
志
的
に
名
づ
く
。

如
来
法
身
自
謹
の
境
界
は
寓
徳
具
備
の
荘
厳
、
無
明
に
秘
せ
ら
れ
て
感
覚
界
に
知
見
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ば
蜜
巌
世

界
と
名
づ
く
。

心
霊
開
墾
す
る
も
の
の
住
す
る
慮
、
重
々
無
輩
、
具
徳
の
理
を
壷
し
た
る
を
、
讐
鴫
的
に
、
蓮
華
蔵
世
界
と
名
づ

<
共
他
種
々
の
名
詞
あ
る
も
、
同
じ
く
一
大
霊
界
の
印
ち
真
伸
土
の
別
名
に
し
て
共
館
別
友
る
に
非
十
。
此
如
来
無
封

光
の
身
土
を
種
々
の
方
面
よ
り
観
察
し
て
共
徳
性
を
詮
表
せ
ん
が
需
に
名
づ
け
た
る
に
外
な
ら
歩
。

如
来
は
無
封
に
し
て
、
一
切
の
相
待
的
規
定
を
超
絶
す
る
絶
封
無
規
定
に
し
て
、
而
も
一
切
の
相
待
規
定
の
高
物
の

師
趣
す
る
所
。
方
底
を
以
て
論
や
れ
ば
、
建
き
彼
岸
を
指
す
に
非
守
、
絶
封
の
霊
界
翼
伸
身
土
。
衆
生
の
無
明
蓋
く
る

慮
何
慮
に
於
て
も
賓
現
す
ベ
し
。

三
世
一
切
の
聖
賢
こ
こ
に
到
建
し
て
初
め
て
正
覚
を
成
十
。
故
に
こ
れ
一
切
の
師
趣
す
る
底
。
十
方
世
界
の
諸
伸
こ



こ
に
到
れ
ば
唯
一
に
し
て
不
二
、
然
れ
ど
も
衆
生
を
度
せ
ん
が
矯
に
ま
た
十
方
一
切
世
界
に
臆
化
の
身
を
現
じ
て
八
相

化
相
を
一
不
す
。

天
然
界
に
現
じ
て
感
畳
的
現
象
の
中
に
化
儀
を
示
す
を
臆
身
と
名
づ
け
、
翻
念
界
印
心
霊
界
の
教
主
と
し
て
、
衆
生

の
観
念
内
面
に
於
て
、
常
住
無
窮
に
、
不
可
思
議
の
身
左
以
て
衆
生
を
度
す
を
法
悌
と
名
づ
く
。

の
総
局
に
観
見
す
る
を
報
身
悌
と
名
づ
く
。

一
切
の
至
善
の
行
矯

一
切
斯
如
来
の
無
封
、
最
絡
の
蹄
趣
に
し
て
、
同
時
に
、一
切
法
報
臆
及

ぴ
費
化
の
聖
賢
の
殻
現
す
る
底
怠
る
が
故
に
、
楳
伽
に
、
十
方
一
切
法
報
臆
化
身
等
は
皆
無
量
害
時
極
襲
界
中
よ
り
出
づ

L
L。
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紹

封

無

限

阿
輔
の
本
韓
は
、
絶
釘
無
限
、
一
種
に
無
量
の
義
を
具
備
す
、
法
報
臆
三
身
を
統
一
し
、
法
般
解
三
徳
を
合
一
し
、

、
む
悌
衆
生
是
三
無
差
別
の
性
。

理
智
不
二
三
大
を
総
ぶ

阿
捕
伸
随
機
方
便
に
は
十
方
諸
悌
の
一
悌
に
し
て
、
相
待
的
に
東
に
待
し
て
西
方
と
云
ひ
識
土
に
待
し
て
滞
土
と
云

ふ
。
他
伸
に
簡
ん
で
阿
捕
悌
と
矯
す
。
是
事
に
随
ひ
機
に
随
っ
て
詑
く
の
み
。
阿
捕
の
賓
館
は
、
梼
伽
に
、
所
謂
十
方

諸
剥
土
衆
生
菩
薩
中
所
有
法
報
悌
及
饗
化
皆
無
量
害
極
集
中
出
と
は
、
是
深
秘
の
真
理
の
阿
輔
の
本
韓
、
絶
封
精
紳
態

に
し
て
相
待
的
に
非
十
。

元
来
悌
教
理
論
に
は
、
伸
鰹
印
ち
宗
教
客
韓
に
皐
語
を
以
て
種
々
の
名
稿
を
用HU、
法
と
悌
と
を
分
別
し
て
、
法
は



無
限
の
法
瞳
と
し
て
、
法
腫
の
用
に
報
躍
の
二
身
を
備
と
す
る
は
起
信
の
如
し
。
そ
は
緯
隼
の
臆
化
卸
ち
人
格
を
悌
と

す
る
標
準
よ
り
出
た
る
設
に
し
て
、
園
浦
の
宗
教
と
し
て
は
本
意
に
非
歩
。
客
瞳
を
稿
す
る
に
真
如
法
性
第
一
義
諦
如

来
厳
性
等
共
名
稿
甚
だ
多
し
。
絶
封
翼
心
卸
ち
大
乗
悌
教
の
客
躍
の
詮
表
な
る
に
外
な
ら
や
。
絶
封
の
本
睡
を
命
や
る

に
種
々
の
名
詞
あ
り
。
梼
巌
に
如
来
蔵
性
妙
真
如
性
。
名
調
が
本
瞳
を
詮
表
す
る
に
最
も
誼
切
訟
り
。
種
々
異
名
に

は
、
真
心
、
自
性
、
真
際
、
菩
提
妙
性
、
賓
相
、
霊
智
、
法
身
等
の
名
、
或
は
見
虚
遮
那
遁
一
切
慮
等
有
り
て
教
ふ
ベ

か
ら
や
。

今
宗
教
の
客
瞳
を
詮
表
す
る
に
最
も
完
全
国
浦
に
彰
は
す
に
は
、
阿
蝿
陀
の
競
を
以
て
す
る
が
、
是
固
浦
に
護
達
し

た
る
宗
教
意
識
の
客
鰭
と
す
る
名
稿
な
り
。
宗
教
に
阿
蝿
陀
と
名
づ
く
る
と
如
来
臓
性
妙
異
如
性
と
は
同
轄
の
異
名
に

し
て
、
甲
は
宗
教
に
よ
り
乙
は
皐
語
に
名
づ
け
た
る
に
外
た
ら
や
。
今
は
宗
教
の
語
を
も
っ
て
阿
捕
の
名
を
用
ふ
。
起

信
に
は
真
如
と
名
づ
く
。
宗
教
客
瞳
は
絶
封
に
し
て
、
世
界
一
切
因
果
の
根
底
と
し
、
官
荷
物
を
統
揖
し
、

一
切
の
絡
局

の
蹄
趣
す
る
極
致
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
、

若
し
客
轄
に
し
て
、
自
ら
全
法
界
の
最
初
位
の
根
底
と
し
蹄
趣
す
る
所
に
あ
ら
や
'
し
て
、
自
ら
は
相
待
規
定
の
、
所
謂

一
切
の
依
層
と
す
る
に
堪
へ
や
。

る
依
位
起
性
に
し
て
、
絶
封
真
如
の
客
瞳
の
属
生
物
と
し
て
、
一
悌
土
を
構
ひ
て
衆
生
を
済
度
す
と
い
ふ
が
如
き
は
、

一
四
五
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自
ら
相
待
規
定
を
兎
か
れ
や
。
絶
釘
に
依
属
す
る
に
非
や
や
。
自
ら
他
に
依
嵐
せ
る
も
の
に
し
て
、
位
の
依
属
と
な
る

能
は
や
、
そ
は
唯
紹
介
者
た
る
に
過
ぎ
や
。
何
ぞ
宗
教
客
轄
と
ゑ
ら
ん
。

今
宗
教
客
鰹
に
要
求
す
る
庭
の
阿
捕
は
、
梼
伽
に
所
調
る
十
方
悌
土
乃
至
一
切
無
量
の
法
報
臆
等
の
一
大
本
源
に
し

て
、

一
切
法
界
の
最
絡
の
賓
轄
に
し
て
、
十
方
一
切
の
諸
悌
も
一
切
衆
生
も
園
土
も
一
と
し
て
、
之
に
統
掃
せ
ら
れ
ざ

る
も
の
な
く
、
十
方
法
界
無
数
菩
薩
及
衆
生
等
の
最
格
の
師
趣
す
る
鹿
に
し
て
、
最
固
浦
た
る
宗
教
客
瞳
た
り
。
但
し

宗
教
の
撃
読
に
拘
ら
や
単
に
信
仰
の
方
法
便
宜
と
し
て
、
事
相
の
客
鰭
を
立
て
、
是
心
機
関
展
の
必
要
に
出
た
る
如
き

は
、
今
の
論
や
る
底
に
あ
ら
や
。
理
と
事
と
は
相
待
て
離
れ
た
る
に
非
歩
。
事
相
家
の
宗
教
に
よ
っ
て
、
業
事
成
排
す

る
が
如
き
は
、
共
の
宗
教
闘
係
の
中
に
理
法
り
あ
る
有
っ
て
、
市
し
て
業
事
に
よ
り
成
排
す
る
の
み
。
例
ば
未
だ
食
物

の
化
撃
的
原
理
を
も
わ
き
ま
え
歩
、
消
化
の
理
も
識
ら
ざ
る
も
の
も
、
食
す
れ
ば
自
ら
柴
養
作
用
あ
る
が
如
し
。
彼
れ

自
ら
識
ら
ざ
る
も
其
理
な
き
に
非
ざ
る
が
如
し
。

阿
捕
一
一
佳
の
三
義



絶
封
阿
輔
の
本
質
は
絶
封
精
紳
態
に
し
て
無
限
、
所
謂
る
一
覧
法
界
法
門
の
樫
。
絶
封
唯
一
の
本
腫
に
三
義
を
具

す
。
日
く
、
法
身
般
若
解
耽
と
た
り
。
一
慢
の
法
身
に
二
徳
は
属
性
な
り
。
二
徳
具
す
れ
ど
も
本
法
身
に
属
す
。
一
一
徳

具
す
る
が
故
に
縦
に
非
や
。
法
身
に
属
す
る
が
故
に
横
に
非
歩
。一
に
非
守
、
異
に
非
歩
。

絶
封
精
一
脚
、
絶
封
の
故
に
非
昼
間
、
非
時
間
、
非
物
質
、
ま
た
掴
時
間
、
調
昼
間
、
温
一
切
、
調
活
動
、
一
切
自
中

存
在
、
本
館
絶
封
。

法
身
と
般
若
と
解
脱
と
は
不
横
不
堅
、
不
一
不
呉
、
法
身
を
拳
げ
ば
必
や
般
若
と
解
脆
を
具
せ
り
。
本
、
不
即
不
離

の
故
に
一
一
一
徳
は
一
種
の
一
一
一
義
。
法
身
大
に
し
て
統
べ
ぎ
る
底
注
し
。
般
若
大
に
し
て
底
と
し
て
照
さ
ど
る
友
く
、
解
脆

大
に
し
て
慮
と
し
て
融
せ
ぎ
る
な
く
、
法
身
は
瞳
に
て
般
若
は
象
、
解
脆
は
活
動
に
し
て
、
本
然
の
自
性
、
永
劫
一
切

に
含
蓄
し
て
、
循
業
随
縁
の
護
現
た
り
。

身

膿

白
樫
相
は
絶
封
自
性
、
畢
章
常
恒
本
自
無
謹
功
徳
を
具
備
す
。
大
智
慧
光
明
の
義
、
遍
照
法
界
の
義
、
翼
賛
識
知
の

一
四
七



一
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義
等
、
無
謹
聖
徳
を
如
来
蔵
亦
法
身
と
名
づ
く
。
阿
調
印
ち
真
如
白
樫
相
と
は
、
従
本
己
来
、
性
自
満
足
、
底
染
不

垢
、
修
治
不
浮
、
在
聖
韓
而
も
臨
凡
夫
不
滅
。
信
論
に
翼
如
の
自
瞳
有
一
一
、
智
慧
光
明
義
故
、
異
質
識
知
義
、
知

O
の

故
、
自
性
清
浮
心
の
故
、
乃
至
一
切
恒
沙
功
徳
不
思
議
悌
法
を
具
足
し
、
満
足
し
て
少
く
所
訟
き
義
の
故
に
法
身
如
来

臓
と
名
く
。
自
然
に
不
思
議
の
業
用
あO
て
、
真
如
に
等
し
く
一
切
底
に
調
し
無
作
自
然
、
如
来
唯
法
身
智
相
第
一
義

諦
に
し
て
、
世
諦
の
境
界
あ
る
こ
と
注
し
。
施
作
を
離
る
れ
ど
も
、
但
だ
衆
生
に
益
を
得
せ
し
め
ん
が
鴬
に
、
自
ら
妙

用
を
た
し
、
凡
夫
二
乗
に
劃
し
て
は
鷹
身
を
示
現
し
、
種
々
の
色
相
を
現
し
、
菩
薩
の
鴬
に
は
報
身
無
量
の
相
好
依
正

ご
報
荘
厳
を
示
現
し
て
、
無
窮
に
し
て
共
所
臆
に
随
っ
て
現
す
。
如
来
法
身
、
本
、
色
相
を
離
れ
た
る
も
、
法
身
是
色

の
鰹
た
る
が
故
に
能
く
色
を
現
す
。
本
来
、
色
心
不
二
友
る
が
故
に
、
法
身
一
切
底
に
揺
す
る
が
故
に
、
所
現
の
身
色

も
衆
生
の
心
に
随
ひ
業
に
循
て
護
現
す
。
真
如
自
在
の
用
の
義
た
る
が
故
に
。

真
如
是
れ
阿
輔
の
法
身
。
法
身
一
切
底
に
逼
し
て
、
衆
生
の
見
聞
に
随
っ
て
報
臆
二
身
及
饗
化
身
を
示
現
し
て
、
能

感
の
機
、
十
方
所
有
利
土
に
能
感
の
機
あ
り
て
、
縁
熟
す
る
時
は
一
時
に
示
現
し
て
謹
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
十
方
法

報
慮
悉
く
阿
捕
よ
り
出
づ
。
機
に
随
ひ
用
に
随
て
、
一
一
一
身
を
護
現
す
。
本
是
一
な
り
、
絶
封
真
心
た
り
。



三
法
に
約
し
て
絶
叫
到
真
心
態
を
穆
ナ

心
悌
衆
生
是
三
無
差
別
と
。
無
差
別
性
、
郎
絶
封
阿
粛
の
性
た
り
。
此
性
、
迷
に
在
る
も
減
せ
や
、
悟
に
在
る
も
婚

さ
歩
。
性
よ
り
見
れ
ば
無
差
別
、
用
よ
り
見
れ
ば
三
面
歴
然
。
心
法
と
は
阿
捕
の
本
質
絶
封
、
精
一
脚
分
舞
た
く
、
亦
方

隅
な
く
、
初
後
た
く
、
並
に
時
劫
た
し
。
横
に
遍
く
堅
に
窮
め
、
絶
封
不
可
思
議
。
一
切
世
界
因
果
心
に
個
々
韓
と
鋳

る
。
心
性
不
可
思
議
衆
生
と
顕
現
す
る
も
、
心
性
は
不
揖
壁
、
心
性
は
不
饗
に
し
て
、
郎
ち
十
界
に
随
縁
の
身
心
土
を
顕

す
。
一
切
の
頴
動
態
に
在
て
、
而
も
共
性
を
見
る
こ
と
た
し
。
性
徳
有
相
に
非
歩
、
亦
無
相
に
非
守
、
見
る
べ
か
ら

歩
、
見
べ
か
ら
ざ
る
も
性
友
き
に
非
合y、
有
に
非
十
、
無
に
非
歩
、
一
に
非
宗
、
異
に
非
歩
、
四
伺
を
絶
し
百
非
を
非

す
此
の
心
性
に
迷
ふ
故
に
六
趣
に
迷
渡
す
。
諸
悌
は
之
を
置
し
て
極
果
と
す
。
菩
醸
之
を
悟
入
し
て
其
因
と
す
。
而
も

心
鰭
は
因
果
に
非
歩
、
是
十
界
迷
悟
の
本
源
、
生
死
浬
襲
の
本
館
名
づ
く
べ
か
ら
や
強
て
名
づ
け
て
心
法
と
云
ふ
。

悌
法
、
絶
封
阿
捕
、
本
来
迷
悟
た
く
、
迷
悟
生
悌
は
是
相
待
の
蝦
名
、
生
死
浬
襲
何
ぞ
結
封
に
あ
ら
ん
。
本
煩
憎
た

一
四
九



一
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し
、
何
ぞ
菩
提
あ
ら
ん
。
結
封
阿
捕
ま
た
不
可
思
議
に
、
積
極
の
方
面
に
、
本
来
、
阿
捕
の
自
中
に
在
て
、
迷
悟
生

悌
、
生
死
浬
襲
の
相
を
護
現
す
。
煩
悩
を
輔
じ
て
菩
提
と
友
し
、
生
死
に
卸
し
て
浬
襲
を
現
余
。
裁
に
於
て
働
法
顕
は

.� 
働
法
無
量
の
義
占
め
り
、
今
事
理
の
二
義
に
約
し
て
働
法
を
顕
さ
ん
。

事
に
約
し
て
阿
捕
を
示
さ
ば
、
因
あ
り
、
果
あ
り
、
組
あ
り
、
別
あ
り
、
絶
封
本
因
果
た
き
に
因
果
を
示
し
、
因
に

は
法
臓
菩
薩
の
願
行
を
示
現
し
て
、
阿
捕
の
性
徳
の
無
限
の
妙
用
あ
っ
て
一
切
を
揖
取
度
脆
の
性
能
た
る
こ
と
を
示

す
。
果
に
は
塵
沙
の
相
好
光
明
、
光
明
遍
照
、
法
界
衆
生
揖
取
不
捨
の
妙
用
あ
づ
て
、
常
恒
に
一
切
を
開
展
し
、
衆
生

を
度
股
す
る
性
能
た
る
を
表
す
。
是
の
如
く
若
し
は
因
分
、
若
は
果
浦
の
妙
相
、
十
方
法
界
一
切
の
庭
に
周
温
し
て
、

衆
生
の
心
に
随
H
U念
に
鹿
じ
て
建
費
あ
る
こ
と
な
し
。
組
と
は
組
じ
て
は
十
方
無
量
の
法
界
に
種
々
の
名
種
々
の
相
好

等
を
以
て
衆
生
を
揖
度
す
。
悉
く
阿
捕
一
一
一
身
の
所
現
に
し
て
無
量
の
相
好
を
現
し
た
る
に
外
た
ら
歩
。
=
一
世
十
方
名
字

の
不
同
年
記
の
異
種
あ
る
も
、
共
本
鰭
を
魁
ぽ
ば
あ
み
の
所
現
、
故
に
綿
と
云
ふ
。
別
と
は
別
に
し
て
西
方
に
お
み
だ

悌
あ
り
等
。
ま
た
三
十
六
、
問
調
陀
悌
在
り
等
。
大
論
に
同
名
の
無
量
の
阿
蝿
在
る
こ
と
を
明
す
。
阿
捕
の
別
名
悉
く

絶
封
阿
輔
の
所
現
た
り
。
事
に
約
し
て
無
量
の
依
正
二
報
の
荘
厳
等
た
り
。



を
た
大
日
、
阿
閥
、
阿
揃
陀
、
賓
勝
、
樺
迦
等
の
五
智
等
も
。
悉
く
絶
封
阿
輔
の
理
智
を
表
明
し
た
る
に
過
ぎ
や
q

或
は
華
厳
事
々
無
碍
法
界
に
、
見
虚
十
身
互
用
無
碍
、
或
は
自
身
以
て
衆
生
身
、
園
土
身
、
業
報
身
、
聾
聞
身
、
縁
売

身
、
菩
薩
身
、
如
来
身
、
智
身
、
法
身
、
虚
空
身
、
如
此
の
十
身
随
華
身
揖
飴
の
身
故
に
、
入
一
鏡
像
翻
等
も
絶
封
阿

調
の
事
々
・
無
碍
の
妙
用
の
み
。

絶
封
に
因
果
と
し
、
固
融
無
碍
困
該
果
海
、
果
徹
因
源
、
一
方
に
は
永
恒
不
断
に
菩
躍
の
身
を
現
し
て
度
生
化
物
。

用
を
施
し
、
内
面
に
は
常
恒
に
重
々
無
査
の
蓮
華
臓
界
に
見
直
遮
那
あ
り
て
塵
沙
の
相
好
光
明
等
具
さ
に
設
べ
か
ら

十
。
阿
捕
事
々
無
碍
の
妙
用
の
み
。
理
に
約
し
て
鐸
せ
ば
、
絶
封
虞
心
本
自
離
印
離
非
是
非
印
遮
照
同
時
不
可
思
議
随

縁
の
故
に
十
界
の
身
心
土
を
現
し
、
不
饗
の
故
に
十
界
卸
絶
封
真
心
不
度
印
臨
縁
の
故
に
倶
郎
ゑ
り
。
随
縁
郎
不
獲
の

故
に
一
切
倶
非
な
り
。
随
縁
の
故
に
十
界
迷
悟
染
浮
の
諸
縁
に
障
ふ
。
不
饗
の
故
に
十
界
迷
悟
染
部
の
諸
法
悉
く
賞

開
、
一
切
倶
非
な
る
を
庄
の
義
、

藤
鑓
化
身
是
阿
踊
よ
り
出
づ
と
。
一
切
倶
卸
を
不
注
と
す
。
空
と
不
空
と
真
心
の
義
の
み
。
童
十
方
園
土
衆
生
及
法
報

一
切
の
何
々
壊
沙
の
寓
有
も
悉
く
一
理
よ
り
根
底
よ
り
出
て
一
理
に
蹄
趣
す
。
共
一

理
の
性
卸
ち
阿
捕
た
り
。
理
を
離
れ
て
事
相
法
界
あ
る
こ
と
友
し
。
ま
た
事
相
を
離
れ
て
理
性
の
妙
用
を
顕
は
す
こ
と

な
し
。
約
理
に
せ
ば
、
法
身
般
若
解
肱
の
三
法
に
し
て
、
国
妙
の
ご
一
徳
は
理
室
聞
を
超
え
時
聞
を
絶
し
縦
横
を
非
す
。

一
五
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法
身
大
庭
と
し
て
、
統
せ
ざ
る
訟
く
般
若
大
庭
と
し
て
照
さ
ど
る
な
く
、
解
股
大
庭
と
し
て
融
せ
ざ
る
泣
く
、
一
一
一
徳
鵠

の
二
属
性
、
印
ち
阿
捕
の
一
切
慧
一
切
能
に
外
た
ら
や
。
諸
伸
は
此
理
法
に
軌
て
己
に
成
伸
し
‘
菩
躍
は
此
法
に
軌
℃

営
に
成
伸
す
。
一
切
衆
生
は
此
の
理
に
蓮
ふ
が
故
に
沈
諭
す
。

衆
生
法

(
梼
最
の
義
)

絶
封
本
館
、
本
来
不
費
怒
る
も
、
ま
た
染
の
縁
に
随
っ
て
、
九
界
衆
生
界
も
顕
現
す
。
合
識
、
本
有
迷
悟
本
性
を
失

は
歩
。
衆
生
は
悌
の
三
徳
に
迷
ふ
て
三
惑
と
鴬
す
。一
惑
障
、
見
息
、
塵
沙
、
無
明
の
惑
三
菩
提
を
障
ふ
。
二
業
障
、

蓮
田
悪
不
動
諸
有
漏
業
三
解
脆
を
障
ふ
。
三
報
障
、
同
属
分
明
方
便
費
易
の
報
三
浬
繋
を
障
ふ
。
三
惑
印
=
一
菩
提
な
り
、

菩
提
の
性
を
離
れ
て
別
に
惑
な
き
が
故
に
。
目
を
離
れ
て
睦
な
き
が
如
し
。
三
業
邸
三
解
脆
た
り
、
解
脆
の
性
を
離
れ

て
別
に
業
友
き
が
故
に
。
手
を
離
れ
て
拳
、
泣
き
が
如
し
。
三
O
生
死
卸
浬
繋
た
り
、
浬
襲
の
性
を
離
れ
て
生
死
無
が
故

に
。
窓
を
離
れ
て
華
な
き
が
・
鉱
し
。
故
に
惑
印
浬
繋
も
業
師
解
肱
。
苦
邸
法
身
。
叉
目
、
生
死
郎
浬
襲
、
煩
楢
師
菩
提

怒
り
。
菩
提
は
是
究
克
智
徳
、
菩
提
と
解
脆
と
浬
繋
と
を
照
す
。
浬
繋
は
是
断
徳
、
三
議
を
断
じ
一
一
一
生
死
を
断
や
。
菩



提
は
是
如
智
、
浬
繋
は
如
の
理
、
理
智
不
こ
を
法
身
.
と
名
づ
く
。
生
滅
を
妄
と
名
づ
く
。
妄
と
減
と

O
と
名
づ
く
、
是

如
来
無
上
菩
提
及
大
浬
繋
縛
依
のO
と
栴
す
。
喰
は
水
の
氷
と
成
が
如
し
。
夫
水
と
氷
と
漏
性
相
同
じ
。

。
流
異
れ
・
り
、
謂
く
、
九
法
界
は
染
縁
に
障
H
U菩
提
を
轄
じ
て
煩
悩
と
た
し
浬
繋
を
轄
じ
て
生
死
と
矯
す
。
轍
は
水

の
氷
と
成
が
如
し
。
流O
の
相
と
操
性
と
は
失
は
や
。
然
れP
」
も
亦
幾
と
排
じ
難
き
が
如
し
、
然
も
操
性
は
在
ら
や
ん

ば
あ
ら
歩
、
滋
性
己
に
在
ら
ば
則
流O
の
性
亦
失
は
や
。
O
の
縁
よ
り
奪
て
但
正
固
と
名
づ
く
。
諸
伸
は
滞
縁
に
随
H
M

煩
悩
を
轄
じ
て
菩
提
と
鴬
し
生
死
を
輔
じ
て
浬
繋
と
鴬
。
轍
ば
水
凍
っ
て
氷
と
成
が
如
し
。
九
界
は
氷
の
如
く
伸
界
は

水
の
如
し
。
絶
封
阿
輔
の
中
に
染
浮
簡
縁
の
衆
生
と
及
び
働
界
と
怒
り
。

衆
生
法
ま
た
心
法
、
心
外
別
に
衆
生
有
る
に
非
守
、
亦
悌
法
、
働
法
の
外
に
衆
生
有
る
に
非
守
、
衆
生
法
の
外
に
伸

法
有
る
に
非
歩
。
一
衆
生
法
に
一
切
衆
生
法
と
悌
法
と
心
法
と
を
見
る
。
一
働
法
に
一
切
悌
法
衆
生
法
を
見
る
。
心
伸

衆
生
三
無
差
別
。
即
ち
絶
封
阿
輔
の
三
方
面
、

一
慢
と
コ
一
法
と
は
非
一
非
異
、
絶
封
阿
捕
を
離
れ
て
三
法
有
る
に
非

歩
、
コ
一
法
を
離
れ
て
結
封
阿
捕
に
非
歩
。

一
五
=
一
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紹
封
国
融
無
碍

法
身
の
慢
性
、
華
巌
に
十
種
の
瞳
性
を
明
す
。
日
く
、
法
身
亦
自
性
身
と
名
づ
く
。一
、
悌
陀O
唯
所
照
真
如
清
崎
市

法
界
震
性
像
四
智
並
属
報
化
。
二
或
は
約
智
無
性
、
揖
論
無
量
碍
智
鴬
法
身
。
ご
一
、
亦
智
亦
境
。
揖
論
に
唯
如
々
智
満

存
鴬
法
身
。
四
境
智
雄
其
義
如
来
法
身
非
智
非
境
。
七
通
揖
五
分
及
悲
願
等
法
行
功
徳
皆
是
此
法
身
注
ら
ざ
る
は
た
し
。

揖
論
、
三
十
二
相
等
持
入
法
界
身
。
九
遁
揖
一
切
三
世
間
の
故
に
衆
生
及
器
界
悌
に
非
る
注
し
。
故
に
一
大
法
身
具
十

悌
故
三
身
等
並
に
此
中
に
有
智E
畳
怪
捕
す
る
が
故
に
。
十
穂
前
九
鴬
一
一
組
句
。
是
謂
如
来
無
碍
自
在
法
身
の
義
。

今
日
結
封
阿
捕
の
法
身
是
友
り
。

此
法
身
の
業
因
に
四
額
、
一
、
此
理
法
身
は
諸
の
観
智
の
鴬
に
閲
覧
せ
ら
る
。
経
に
、
法
身
設
法
授
輿
義
の
故
に
。

今
日
く
一
切
衆
生
信
機
関
展
せ
ば
、
衆
生
合
蓄
せ
る
法
身
の
業
用
に
外
な
ら
や
J
。
二
、
此
に
依
て
報
化
を
起
し
生
を
利

し
勝
業
因
を
起
す
故
に
。
三
、
或
はO
等
に
依
て
密
に
揖
化
す
る
故
に
、
四
に
、
諸
塵
道
無O
等
底
に
渇
し
て
重
々
自

十
位
無
碍
業
用
・
な
り
。
十
方
一
切
或
は
顕
動
若
は
本
然
、

一
切
絶
封
阿
捕
の
業
用
に
非
ざ
る
は
な
し
。



心
境
周
融
無
碍

心
境
秘
密
固
融
観

華
厳
妄
謹
還
源

心
と
言
は
謂
く
無
碍
心
。
諸
伸
之
を
謹
し
て
以
て
法
身
と
成
し
。
境
と
は
謂
く
無
碍
境
。
諸
伸
之
を
詮
し
て
以
て
崎
市

土
と
成
す
。
如
来
の
法
身
も
所
依
の
浮
土
も
闘
融
無
碍
。
或
は
身
に
利
土
を
現
じ
、
経
に
一
毛
孔
中
無
量
剃
各
有
四
洲

四
大
海
須
捕
鎖
国
亦
復
然
悉
現
其
中
無
迫
臨
。
或
は
剥
に
又
伸
身
を
現
十
。
経
に
華
識
世
界
所
有
獲
一
々
塵
中
悌
皆
入

起
紳
饗
見
虚
遮
那
法
。

向
調
絶
封
本
質
は
園
融
無
碍
に
し
て
、
衆
生
は
唯
こ
の
経
験
界
の
み
を
見
る
。
絶
封
無
碍
の
本
質
の
内
客
に
は
無
蓋

の
徳
を
合
蔵
す
る
が
故
に
、
若
し
宗
教
心
理
の
啓
示
卸
ち
三
味
に
入
て
親
や
る
時
は
、
謹
昼
間
に
或
は
悌
の
無
量
相
好

光
明
普
く
十
方
を
照
す
を
翻
歩
。
或
七
賓
荘
厳
の
依
界
を
見
。
底
を
轄
ぜ
歩
、
心
に
臨
て
種
々
無
量
の
境
界
を
観
ぜ
ん

に
無
碍
友
り
。
物
質
に
無
碍
固
融
を
求
む
べ
か
ら
ざ
る
も
、
心
理
卸
ち
一
一
一
味
中
に
は
固
融
無
碍
の
理
あ
る
こ
と
を
謹
明

す
ペ
し
。

一
五
五
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一
切
の
鹿
と
し
一
切
の
時
と
し
て
啓
示
の
中
の
阿
捕
身
心
頴
現
せ
ざ
る
は
注
し
。
故
に
知
る
阿
輔
の
本
質
及
び
無
毒

の
相
好
等
の
属
性
も
等
し
く
一
切
鹿
に
周
渇
し
て
賓
在
ぜ
ざ
る
こ
と
ゑ
く
、
そ
の
本
質
に
趨
し
た
る
精
神
の
三
味
に
依

て
観
取
す
る
こ
と
を
得
る
と
。
事
理
園
融
、
本
質
と
頴
動
と
は
無
慌
た
り
。

吾
人
は
経
験
の
顕
動
世
界
中
に
、
超
天
然
た
る
絶
封
真
心
質
と
無
硬
に
し
て
、
天
然
の
心
機
に
は
感
覚
的
に
経
験
世

界
を
見
る
と
同
時
に
、
一
一
一
味
に
は
阿
輔
の
内
客
に
入
て
依
正
二
報
の
妙
色
荘
厳
を
観
や
る
に
無
礎
な
り
。

本
韓
本
絶
封
無
限
な
れ
ば
此
宇
宙
の
外
に
悌
及
博
士
を
求
む
べ
か
ら
歩
。
自
己
の
心
を
轄
じ
て
阿
輔
の
内
容
に
入
ら

ば
一
切
底
と
し
て
妙
色
注
ら
ざ
る
注
し
、
時
と
し
て
浮
土
友
ら
ざ
る
こ
と
恋
き
を
詮
ぜ
ん
。
悌
陀
の
日
く
我
三
界
の
如

く
に
三
界
を
見
歩
。
謂
ば
、
我
は
世
間
の
人
の
感
畳
世
界
の
み
を
見
守
し
て
観
念
世
界
に
常
に
浮
土
常
に
寂
光
を
見
る

-
な
り
。
ま
た
衆
生
は
幼
童
で
大
火
に
焼
か
る
a
A

も
我
此
土
は
安
穏
に
し
て
天
人
常
に
充
満
せ
り
。
園
林
諸
堂
閤
種
々
の

賓
も
て
荘
厳
せ
り
。
園
融
無
擬
の
華
擁
世
界
、
こ
の
経
験
界
の
本
質
内
容
に
求
め
や
し
て
何
の
底
に
か
在
ら
ん
。
幼
稚

宗
教
意
識
、
天
然
に
悌
陀
及
洋
土
を
求
む
る
の
誤
を
除
き
て
、
正
理
に
求
む
る
時
は
必
十
観
や
る
こ
と
を
得
ん
。

或
は
常
に
寂
光
土
又
は
華
識
世
界
は
絶
封
あ
み
内
容
の
多
方
面
た
り
と
識
る
ペ
し
。
国
融
無
艇
の
身
心
土
に
就
て
絶

封
た
る
こ
と
を
設
き
ぬ
。



紹

封

(
性
修
不
二
)

絶
封
阿
捕
の
本
質
理
躍
は
本
有
に
し
て
修
成
に
あ
ら
歩
。
本
然
清
掃
に
し
て
護
現
し
て
始
め
て
成
せ
し
に
非
歩
。
是

諸
怖
の
本
地
高
法
の
極
致
。
本
然
の
阿
捕
は
内
容
に
は
本
自
常
寂
光
に
し
て
同
時
に
妙
色
荘
厳
な
り
。
客
韓
の
本
憶
に

は
本
有
の
外
に
成
不
成
な
し
。
瀬
動
韓
の
世
界
的
方
面
の
相
待
的
因
果
の
規
律
友
る
衆
生
の
震
に
、
暫
く
客
韓
の
阿
捕

も
泉
成
の
如
来
と
設
け
ば
、
随
機
の
設
に
し
て
、
本
来
客
躍
は
本
有
、
ま
た
因
果
規
定
の
相
待
に
非
や
し
て
、
結
封
的

の
精
一
紳
態
に
無
量
の
妙
色
荘
厳
は
衆
生
の
方
面
よ
り
見
聞
す
べ
き
の
み
。
絶
封
阿
捕
は
本
然
の
客
韓
、
衆
生
の
方
面
よ

り
、
轄
依
し
て
寂
光
全
国
浦
に
解
脆
霊
化
し
た
る
時
は
、
結
封
阿
捕
内
容
に
賓
在
的
に
蹄
入
し
己
ん
ぬ
。
之

b
t大
浬
繋

亦
無
上
正
売
を
得
と
鴬
。
法
身
と
は
一
切
衆
生
の
根
底
ま
た
本
鰭
た
り
。

報
身
と
は
、
本
腫
よ
り
出
で
、
悌
性
兵
有
せ
る
衆
生
の
、
報
身
怠
る
終
局
目
的
に
向
ふ
べ
き
、
客
慢
の
恩
寵
に
依
り

て
、
心
機
護
展
し
、
天
然
の
主
我
よ
り
絶
封
阿
捕
の
中
に
轄
依
し
て
、
翼
我
の
中
の
我
と
し
、
阿
捕
の
個
慢
と
し
て
、

終
局
目
的
に
協
力
し
て
、
紳
的
行
動
し
、
理
想
的
に
解
脆
し
、
而
し
て
依
身
命
終
て
貰
在
的
に
絶
封
阿
捕
の
報
身
に
腸

一
五
七
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入
す
。
報
身
報
土
と
は
一
切
衆
生
の
絡
局
に
蹄
入
す
べ
き
内
容
に
し
て
、
信
仰
の
因
業
よ
り
其
果
報
と
し
て
、
設
入
す

ペ
き
故
に
報
土
と
す
。
是
ま
た
衆
生
に
封
す
る
名
自
に
し
て
、
絶
封
阿
調
因
果
規
定
の
相
待
物
に
あ
ら
や
。
絶
封
自
身

の
阿
捕
に
因
果
あ
ら
ん
や
。
報
身
と
は
、
衆
生
ま
た
一
切
衆
生
に
終
局
目
的
の
光
を
奥
へ
ん
が
矯
め
、
結
封
阿
輔
の
不

可
思
議
の
妙
用
よ
り
護
現
し
た
る
報
身
友
り
と
鴬
す
。
本
韓
相
待
因
果
に
非
ざ
る
も
、
衆
生
の
震
に
因
果
を
示
し
、
因

に
は
法
識
と
し
て
無
限
の
大
願
を
示
し
、
果
に
は
十
劫
正
畳
の
報
身
友
り
と
現
十
。

是
ま
た
機
に
封
す
る
の
妙
用
に
し
て
、
本
来
本
有
の
法
身
に
自
然
の
妙
用
た
り
。
天
台
師
の
樺
に
よ
る
も
、
随
機
方

便
の
別
教
に
て
は
、
法
身
は
本
有
に
し
て
、
報
身
は
修
よ
り
成
し
、
鹿
身
は
起
用
な
り
と
。
随
自
虞
賓
の
回
数
に
で

は
、
三
身
全
く
是
性
具
、
亦
復
金
是
修
よ
り
顕
現
す
。
性
と
修
と
不
二
な
る
は
園
教
の
如
来
た
り
。
賓
は
拐
伽
に
設
が

円
H
'

‘
、

4
u
m，、

一
切
法
報
膝
は
阿
捕
よ
り
護
現
し
て
ま
た
阿
捕
に
蹄
入
す
。
一
切
衆
生
も
ま
た
爾
り
。
客
轄
に
固
と
果
位
と
を

分
ち
報
身
の
如
来
を
設
け
る
は
、
随
機
の
設
の
み
と
し
る
は
能
く
護
遣
し
た
る
宗
教
意
識
に
誼
す
ぺ
し
。



経
典
と
賓
験

世
界
一
切
の
人
類
を
救
済
し
揖
取
す
る
大
宗
教
は
人
類
の
起
原
と
共
に
起
原
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
然
し
て
生
物
の

進
化
と
共
に
人
の
精
紳
生
活
の
宗
教
史
に
於
て
も
ま
た
人
文
の
歴
史
と
共
に
宗
教
心
も
及
び
教
理
も
幼
稚
の
宗
教
よ
り

漸
次
に
高
等
た
る
宗
較
に
進
化
し
た
る
こ
と
は
否
認
す
べ
か
ら
や
。

我
悌
教
も
亦
印
度
古
代
の
宗
教
よ
り
系
統
的
に
進
み
来
り
し
系
統
と
階
綾
に
よ
ら
守
し
て
護O
し
た
る
も
の
に
非

や
悌
陀
が
阿
羅
々
等
の
教
諭
師
に
つ
き
で
撃
ぴ
た
る
も
そ
れ
ら
の
宗
教
は
非
想
等
の
客
観
に
目
的
を
置
い
て
客
韓
が
主

観
的
な
る
か
客
観
的
な
る
か
を
た
確
定
し
難
き
が
如
し
。

予
は
滞
土
教
は
大
乗
経
と
し
て
悌
設
友
り
や
非
悌
詑
怠
り
や
ま
た
須
磨
提
極
集
は
去
此
不
逮
ま
た
西
方
彼
岸
何
れ
な

り
や
も
闘
し
な
い
。

(
唯
予
は
斯
の
金
文
が
宗
教
的
経
験
の
上
に
自
己
霊
感
と
し
て
)

一
五
九
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斯
経
が
何
の
時
代
何
の
人
に
よ
り
て
編
せ
ら
れ
た
る
か
、
ま
た
原
始
悌
教
と
何
た
る
関
係
を
有
す
る
か
の
議
論
に
あ

ら
や
。

歴
史
と
若
し
く
は
宗
義
事
上
の
問
題
に
あ
ら
歩
。
人
生
問
題
に
封
し
、
宗
教
上
の
賓
験
に
封
し
て
、
二
千
有
飴
年
の

今
日
、
霊
光
灼
捕
と
し
て
吾
人
の
心
霊
に
輝
き
照
す
心
霊
の
賓
験
に
於
て
事
も
異
る
こ
と
友
き
が
如
き
に
至
つ
て
は
、

吾
人
は
此
翼
理
を
疑
は
ん
と
欲
す
と
雄
能
は
ぎ
る
た
り
。

宗
教
的
霊
的
賓
験
の
外
に
前
後
に
列
す
る
所
の
持
事
詩
の
如
き
紳
話
の
如
き
()
の
如
き
は
敢
て
深
意
を
以
て
之

を
解
せ
品y
。
然
る
に
世
の
宗
教
を
説
く
も
の
全
く
自
己
の
内
的
霊
験
に
訴
へ
や
唯
に
言
語
文
字
の
上
に
の
み
。

若
し
は
聖
善
導
聖
法
然
の
宗
教
的
内
容
の
如
き
は
斯
の
教
組
の
霊
的
内
容
と
事
も
異
る
こ
と
な
き
に
あ
ら
ん
。

若
し
諸
君
は
自
己
の
信
仰
的
内
容
を
此
金
文
の
聞
に
如
何
に
一
致
す
る
か
ま
た
相
違
の
在
る
か
を
比
較
し
而
し
て
自

己
の
心
情
と
霊
性
と
に
相
臆
す
る
か
を
判
断
す
ベ
し
。
若
し
か
く
聖
経
を
加
賀
に
取
扱
ふ
に
非
ざ
れ
ば
聖
典
何
の
亀
鑑

と
た
ら
ん
。
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